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大
村
市
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
（
新
旧
対
照
表
）

改
正
後

改
正
前

（
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
事
業
の
設
置
）
 

第
１
条
 
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
法
（
昭
和
２
６
年
法
律
第
２
４
２
号
。
以
下

「
競
走
法

」
と
い
う
。
）
の
規
定
に
基
づ
く
公
益
の
増
進
を
目
的
と
す
る
事

業
の

振
興

に
資

す
る

と
と

も
に

、
本

市
の

社
会

福
祉

の
増

進
、

医
療

の
普

及
、
教
育
文
化
の
発
展
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
そ
の
他
市
民
の
福
祉
の
増
進
を

図
る
た
め
の
施
策
を
行
う
に
必
要
な
経
費
の
財
源
を
確
保
し
、
も
っ
て
本
市

財
政
の
健
全
化
を
図
る
た
め
、
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
事
業
（
以
下
「
ボ
ー

ト
レ
ー
ス
事
業
」
と
い
う
。
）
を
設
置
す
る
。
 

（
経
営
の
基
本
）
 

第
２
条
 
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
事
業
は
、
常
に
企
業
の
経
済
性
を
発
揮
す
る
と
と
も

に
、
公
益
の
増
進
に
資
す
る
よ
う
に
運
営
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

２
～
４

 略
 

（
企
業
法
の
適
用
）
 

第
３
条
 
地
方
公
営
企
業
法
（
昭
和
２
７
年
法
律
第
２
９
２
号
。
以
下
「
企
業

法
」
と
い

う
。
）
第
２
条
第
３
項
及
び
地
方
公
営
企
業
法
施
行
令
（
昭
和
２

７
年
政
令
第
４
０
３
号
）
第
１
条
第
２
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
ボ
ー
ト
レ
ー

ス
事
業
に
企
業
法
の
規
定
の
全
部
を
適
用
す
る
。
 

（
組
織
）
 

第
４
条
 
企
業
法
第
１
４
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
事
業

管
理
者
（

以
下
「
管
理
者
」
と
い
う
。
）
の
権
限
に
属
す
る
事
務
を
処
理
さ

せ
る
た
め
、
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
企
業
局
を
置
く
。
 

２
 
管
理
者
は
、
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
企
業
局
長
と
す
る
。
 

（
重
要
な
資
産
の
取
得
及
び
処
分
）
 

第
９
条
 
企
業
法
第
３
３
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
予
算
で
定
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
事
業
の
用
に
供
す
る
資
産
の
取
得
及
び
処
分
は
、
予

（
競
艇
事
業
の
設
置
）
 

第
１
条
 
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
法
（
昭
和
２
６
年
法
律
第
２
４
２
号
。
以
下

「
競
走
法
」
と
い
う
。
）
の
規
定
に
基
づ
く
公
益
の
増
進
を
目
的
と
す
る
事

業
の

振
興

に
資

す
る

と
と

も
に

、
本

市
の

社
会

福
祉

の
増

進
、

医
療

の
普

及
、
教
育
文
化
の
発
展
、
体
育
の
振
興
そ
の
他
市
民
の
福
祉
の
増
進
を
図
る

た
め
の
施
策
を
行
う
に
必
要
な
経
費
の
財
源
を
確
保
し
、
も
っ
て
本
市
財
政

の
健

全
化

を
図

る
た

め
、

モ
ー

タ
ー

ボ
ー

ト
競

走
事

業
（

以
下

「
競

艇
事

業
」
と
い
う
。
）
を
設
置
す
る
。
 

（
経
営
の
基
本
）
 

第
２
条
 
競
艇
事
業
は
、
常
に
企
業
の
経
済
性
を
発
揮
す
る
と
と
も
に
、
公
益

の
増
進
に
資
す
る
よ
う
に
運
営
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

２
～
４
 略

 

（
企
業
法
の
適
用
）
 

第
３
条
 
地
方
公
営
企
業
法
（
昭
和
２
７
年
法
律
第
２
９
２
号
。
以
下
「
企
業

法
」
と
い
う
。
）
第
２
条
第
３
項
及
び
地
方
公
営
企
業
法
施
行
令
（
昭
和
２

７
年
政
令
第
４
０
３
号
）
第
１
条
第
２
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
競
艇
事
業
に

企
業
法
の
規
定
の
全
部
を
適
用
す
る
。
 

（
組
織
）
 

第
４
条
 
企
業
法
第
１
４
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
事
業

管
理
者
（
以
下
「
管
理
者
」
と
い
う
。
）
の
権
限
に
属
す
る
事
務
を
処
理
さ

せ
る
た
め
、
競
艇
企
業
局
を
置
く
。
 

２
 
管
理
者
は
、
競
艇
企
業
局
長
と
す
る
。
 

（
重
要
な
資
産
の
取
得
及
び
処
分
）
 

第
９
条
 
企
業
法
第
３
３
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
予
算
で
定
め
な
け
れ
ば
な

ら
な

い
競

艇
事

業
の

用
に

供
す

る
資

産
の

取
得

及
び

処
分

は
、

予
定

価
格

（ 1 ）



改
正
後

改
正
前

定
価
格
（
適
正
な
対
価
を
得
て
す
る
売
払
い
以
外
の
方
法
に
よ
る
譲
渡
に
あ

っ
て
は
、
そ
の
適
正
な
見
積
価
額
）
が
２
０
，
０
０
０
，
０
０
０
円
以
上
の

不
動
産
若
し
く
は
動
産
の
買
入
れ
若
し
く
は
譲
渡
（
不
動
産
の
信
託
の
場
合

を
除
き
、
土
地
に
つ
い
て
は
、
１
件
５
，
０
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
も

の
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
又
は
不
動
産
の
信
託
の
受
益
権
の
買
入
れ
若
し

く
は
譲
渡
と
す
る
。
 

（
議
会
の
同
意
を
要
す
る
賠
償
責
任
の
免
除
）
 

第
１
０
条
 
企
業
法
第
３
４
条
に
お
い
て
準
用
す
る
地
方
自
治
法
（
昭
和
２
２

年
法
律
第
６
７
号
）
第
２
４
３
条
の
２
の
２
第
８
項
の
規
定
に
よ
り
ボ
ー
ト

レ
ー
ス
事
業
の
業
務
に
従
事
す
る
職
員
の
賠
償
責
任
の
免
除
に
つ
い
て
議
会

の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
は
、
当
該
賠
償
責
任
に
係
る
賠
償
額

が
５
０
，
０
０
０
円
以
上
で
あ
る
場
合
と
す
る
。

（
議
会
の
議
決
を
要
す
る
負
担
附
き
の
寄
附
の
受
領
等
）
 

第
１
１
条
 
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
事
業
の
業
務
に
関
し
企
業
法
第
４
０
条
第
２
項
の

規
定
に
基
づ
き
条
例
で
定
め
る
も
の
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。
 

(1
)～

(
3)
 略

 

（
業
務
状
況
説
明
書
類
の
提
出
）
 

第
１
２
条
 
管
理
者
は
、
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
事
業
に
関
し
、
企
業
法
第
４
０
条
の

２
第
１
項

の
規
定
に
基
づ
き
、
毎
事
業
年
度
４
月
１
日
か
ら
９
月
３
０
日
ま

で
の
業
務

の
状
況
を
説
明
す
る
書
類
を
１
１
月
３
０
日
ま
で
に
、
１
０
月
１

日
か
ら
翌

年
３
月
３
１
日
ま
で
の
業
務
の
状
況
を
説
明
す
る
書
類
を
５
月
３

１
日
ま
で
に
市
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

２
 
前
項
の
業
務
の
状
況
を
説
明
す
る
書
類
に
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項

を
記
載
す
る
と
と
も
に
、
１
１
月
３
０
日
ま
で
に
提
出
す
る
書
類
に
お
い
て

は
、
前
事
業
年
度
の
決
算
の
状
況
を
、
５
月
３
１
日
ま
で
に
提
出
す
る
書
類

に
お
い
て
は
同
日
の
属
す
る
事
業
年
度
の
予
算
の
概
要
及
び
事
業
の
経
営
方

針
を
そ
れ
ぞ
れ
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

 
(
1)
・
(2
) 
略
 

（
適

正
な

対
価

を
得

て
す

る
売

払
い

以
外

の
方

法
に

よ
る

譲
渡

に
あ

っ
て

は
、
そ
の
適
正
な
見
積
価
額
）
が
２
０
，
０
０
０
，
０
０
０
円
以
上
の
不
動

産
若
し
く
は
動
産
の
買
入
れ
若
し
く
は
譲
渡
（
不
動
産
の
信
託
の
場
合
を
除

き
、
土
地
に
つ
い
て
は
、
１
件
５
，
０
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
も
の
に

係
る
も
の
に
限
る
。
）
又
は
不
動
産
の
信
託
の
受
益
権
の
買
入
れ
若
し
く
は

譲
渡
と
す
る
。
 

（
議
会
の
同
意
を
要
す
る
賠
償
責
任
の
免
除
）
 

第
１
０
条
 
企
業
法
第
３
４
条
に
お
い
て
準
用
す
る
地
方
自
治
法
（
昭
和
２
２

年
法
律
第
６
７
号
）
第
２
４
３
条
の
２
の
２
第
８
項
の
規
定
に
よ
り
競
艇
事

業
の
業
務
に
従
事
す
る
職
員
の
賠
償
責
任
の
免
除
に
つ
い
て
議
会
の
同
意
を

得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
は
、
当
該
賠
償
責
任
に
係
る
賠
償
額
が
５
０
，

０
０
０
円
以
上
で
あ
る
場
合
と
す
る
。
 

（
議
会
の
議
決
を
要
す
る
負
担
附
き
の
寄
附
の
受
領
等
）
 

第
１
１
条
 
競
艇
事
業
の
業
務
に
関
し
企
業
法
第
４
０
条
第
２
項
の
規
定
に
基

づ
き
条
例
で
定
め
る
も
の
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。
 

(1
)～

(
3)
 略

 

（
業
務
状
況
説
明
書
類
の
提
出
）
 

第
１
２
条
 
管
理
者
は
、
競
艇
事
業
に
関
し
、
企
業
法
第
４
０
条
の
２
第
１
項

の
規
定
に
基
づ
き
、
毎
事
業
年
度
４
月
１
日
か
ら
９
月
３
０
日
ま
で
の
業
務

の
状
況
を
説
明
す
る
書
類
を
１
１
月
３
０
日
ま
で
に
、
１
０
月
１
日
か
ら
翌

年
３
月
３
１
日
ま
で
の
業
務
の
状
況
を
説
明
す
る
書
類
を
５
月
３
１
日
ま
で

に
市
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

２
 
前
項
の
業
務
の
状
況
を
説
明
す
る
書
類
に
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項

を
記
載
す
る
と
と
も
に
、
１
１
月
３
０
日
ま
で
に
提
出
す
る
書
類
に
お
い
て

は
、
前
事
業
年
度
の
決
算
の
状
況
を
、
５
月
３
１
日
ま
で
に
提
出
す
る
書
類

に
お
い
て
は
同
日
の
属
す
る
事
業
年
度
の
予
算
の
概
要
及
び
事
業
の
経
営
方

針
を
そ
れ
ぞ
れ
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

 
(
1)
・
(2
) 
略
 

（ 2 ）



改
正
後

改
正
前

(3
)
前
２
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
事
業
の
経
理
状
況
を

明
ら
か
に
す
る
た
め
管
理
者
が
必
要
と
認
め
る
事
項

３
 
略
 

(3
)
前
２
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
競
艇
事
業
の
経
理
状
況
を
明
ら
か
に

す
る
た
め
管
理
者
が
必
要
と
認
め
る
事
項

３
 
略
 

（ 3 ）



大
村
市
職
員
定
数
条
例
（
新
旧
対
照
表
）
（
附
則
第
２
項
関
係
）

改
正
後

改
正
前

（
職
員
の
定
数
）
 

第
２
条

 略
 

(
1
)・

(
2)
 略

 
(
3
)
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
企
業
局
の
職
員
 
３
２
人

(
4
)～

(
9)
 略

（
職
員
の
定
数
）
 

第
２
条
 略

 
(
1
)・

(
2)
 略

 
(
3
)
競
艇
企
業
局
の
職
員
 
３
２
人

(
4
)～

(
9)
 略

（ 4 ）



大
村
市
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
事
業
に
従
事
す
る
従
事
員
の
給
与
の
種
類
及
び
基
準
に
関
す
る
条
例
（
新
旧
対
照
表
）

改
正
後

改
正
前

（
年
末
年
始
手
当
）
 

第
７
条
 
年
末
年
始
手
当
は
、
１
２
月
２
９
日
か
ら
翌
年
の
１
月
３
日
ま
で
の

間
に
勤
務

を
命
ぜ
ら
れ
た
従
事
員
に
対
し
て
、
そ
の
勤
務
し
た
日
に
つ
い
て

支
給
す
る
。
 

（
年
末
年
始
手
当
）
 

第
７
条
 
年
末
年
始
手
当
は
、
１
２
月
２
９
日
か
ら
翌
年
の
１
月
３
日
ま
で
の

間
（
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
を
開
催
す
る
日
に
限
る
。
）
に
勤
務
を
命
ぜ
ら

れ
た
従
事
員
に
対
し
て
、
そ
の
勤
務
し
た
日
に
つ
い
て
支
給
す
る
。
 

（ 5 ）



大村市国民健康保険条例の改正概要（第９５号議案関係） 

１ 出産育児一時金の見直し（施行日：令和４年１月１日） 

  産科医療補償制度（※１）が見直されたことにより、出産育児一時金（※２）のう

ち、同制度に加入している分娩機関で分娩する場合に支給する加算額の上限額を引き

下げるとともに、少子化対策として現行の総支給額を維持するため、健康保険法施行

令が改正されたことに伴い、基本額についても次のとおり改正する。 

出産育児一時金 【改正前】 【改正後】 

基本額 ４０．４万円 ４０.８万円 

産科医療補償制度掛金加算額の

上限額 
１．６万円 １.２万円 

総支給額 ４２万円 

※１ 産科医療補償制度 分娩に関連して発症した重度脳性まひの子どもとその家族

の経済的負担を補償するとともに、重度脳性まひの原因分析を行い、同様の事例

の再発防止に資する情報を提供することなどにより、分娩に係る医療事故の紛争

の早期解決及び産科医療の質の向上を図ることを目的とする制度

※２ 出産育児一時金 保険給付として国民健康保険の被保険者又はその被扶養者が

出産したとき、出産に要する経済的負担を軽減するために支給される一時金 

２ 未就学児の均等割額の見直し（施行日：令和４年４月１日） 

 地方税法等の改正に伴い、子育て世帯における経済的負担の軽減を図るため、未就

学児に係る国民健康保険税の均等割額の５割を軽減する。

世帯区分 
未就学児に対する

軽減割合 
軽減割合の合計 

(※) ７割軽減世帯の未就学児の場合、 

残りの３割の半分が軽減され、合計 

で８．５割（７割＋１．５割）の軽減 

となる。

軽減なし世帯 ５割 ５割軽減 

２割軽減世帯 ４割 ６割軽減 

５割軽減世帯 ２．５割 ７．５割軽減 

７割軽減世帯 １．５割 ８．５割軽減(※) 
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大
村
市
国
民
健
康
保
険
条
例
（
新
旧
対
照
表
）
 

改
正
後
 

改
正
前
 

（
出
産
育
児
一
時
金
）
 

第
５
条
の
２
 
被
保
険
者
が
出
産
し
た
と

き
は
、
当
該
被
保
険
者
の
属
す
る
世

帯
の
世
帯
主
に
対
し
、
出
産
育
児
一
時
金
と
し
て
４
０
８
，
０
０
０
円
を
支

給
す
る
。
た
だ
し
、
市
長

が
健
康
保
険

法
施
行
令
（
大
正
１
５
年
勅
令
第
２

４
３
号
）
第
３
６
条
た
だ
し
書
の
規
定
を
勘
案
し
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る

と
き
は
、
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
こ
れ
に
１
２
，
０
０
０
円
を
超

え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
規
則
で
定
め

る
額
を
加
算
す
る
も
の
と
す
る
。
 

２
 
略
 

（
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
に
係
る
基

礎
課
税
額
の
所
得
割
額
）
 

第
１
２
条
 
略
 

（
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
に
係
る
基

礎
課
税
額
の
税
率
等
）
 

第
１
３
条
 
略
 

（
国

民
健

康
保

険
の

被
保

険
者

に
係

る
後

期
高

齢
者

支
援

金
等

課
税

額
の

所

得
割
額
）

 

第
１
３
条
の
２
 
第
１
１
条
第
３
項
の
所
得
割
額
は
、
基
礎
控
除
後
の
総
所
得

金
額
等
に
次
条
第
１
号
の
税
率
を
乗
じ
て
算
定
す
る
。
 

（
保
険
税
の
減
額
）
 

第
２

５
条

 
次

の
各

号
に

掲
げ

る
保

険
税

の
納

税
義

務
者

に
対

し
て

課
す

る

（
出
産
育
児
一
時
金
）
 

第
５
条
の
２
 
被
保
険
者
が
出
産
し
た
と
き
は
、
当
該
被
保
険
者
の
属
す
る
世

帯
の
世
帯
主
に
対
し
、
出
産
育
児
一
時
金
と
し
て
４
０
４
，
０
０
０
円
を
支

給
す
る
。
た
だ
し
、
市
長

が
健
康
保
険
法
施
行
令
（
大
正
１
５
年
勅
令
第
２

４
３
号
）
第
３
６
条
た
だ
し
書
の
規
定
を
勘
案
し
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る

と
き
は
、
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
こ
れ
に
１
６
，
０
０
０
円
を
超

え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
規
則
で
定
め
る
額
を
加
算
す
る
も
の
と
す
る
。
 

２
 
略
 

（
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
に
係
る
所
得
割
額
）
 

第
１
２
条
 
略
 

（
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
に
係
る
税
率
等
）
 

第
１
３
条
 
略
 

（
国

民
健

康
保

険
の

被
保

険
者

に
係

る
後

期
高

齢
者

支
援

金
等

課
税

額
の

所

得
割
額
）
 

第
１
３
条
の
２
 
第
１
１
条
第
３
項
の
所
得
割
額
は
、
賦
課
期
日
の
属
す
る
年

の
前

年
の

所
得

に
係

る
基

礎
控

除
後

の
総

所
得

金
額

等
に

次
条

第
１

号
の

税
率
を
乗
じ
て
算
定
す
る
。
 

（
保
険
税
の
減
額
）
 

第
２

５
条

 
次

の
各

号
に

掲
げ

る
保

険
税

の
納

税
義

務
者

に
対

し
て

課
す

る

（ 7 ）



改
正
後
 

改
正
前
 

保
険
税
の
額
は
、
第
１
１
条
第
２
項
本

文
の
基
礎
課
税
額
か
ら
ア
及
び
イ
に

掲
げ
る
額
を
減
額
し
て
得
た
額
（
当
該
減
額
し
て
得
た
額
が
６
３
０
，
０
０

０
円
を
超
え
る
場
合
に
は
、
６
３
０
，
０
０
０
円
）
、
同
条
第
３
項
本
文
の

後
期

高
齢

者
支

援
金

等
課

税
額

か
ら

ウ
及

び
エ

に
掲

げ
る

額
を

減
額

し
て

得
た
額
（
当
該
減
額
し
て
得
た
額
が
１
９
０
，
０
０
０
円
を
超
え
る
場
合
に

は
、
１
９

０
，
０
０
０
円

）
並
び
に
同
条
第
４
項
本
文
の
介
護
納
付
金
課
税

額
か
ら
オ
及
び
カ
に
掲
げ
る
額
を
減
額

し
て
得
た
額
（
当
該
減
額
し
て
得
た

額
が
１
７
０
，
０
０
０
円

を
超
え
る
場
合
に
は
、
１

７
０
，
０
０
０
円
）
の

合
算
額
と
す
る
。
 

(
1
)

法
第

７
０

３
条

の
５

第
１

項
に

規
定

す
る

総
所

得
金

額
及

び
山

林
所

得
金
額
の
合
算
額
が
、
４
３
０
，
０

０
０
円
（
納
税

義
務
者
並
び
に
そ
の

世
帯

に
属

す
る

国
民

健
康

保
険

の
被

保
険

者
及

び
特

定
同

一
世

帯
所

属

者
の
う
ち
給
与
所
得
を
有
す
る
者
（

前
年
中
に
同
項
に
規
定
す
る
総
所
得

金
額
に
係
る
所
得
税
法
（
昭
和
４
０
年
法
律
第
３
３
号
）
第
２
８
条
第
１

項
に

規
定

す
る

給
与

所
得

に
つ

い
て

同
条

第
３

項
に

規
定

す
る

給
与

所

得
控
除
額
の
控
除
を
受
け
た
者
（
同

条
第
１
項
に
規
定
す
る
給
与
等
の
収

入
金
額
が
５
５
０
，
０
０

０
円
を
超
え
る
者
に
限
る
。
）
を
い
う
。
以
下

こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
数
及

び
公
的
年
金
等
に
係
る
所
得
を
有
す

る
者
（
前
年
中
に
法
第
７
０
３
条
の
５
第
１
項
に
規
定
す
る
総
所
得
金
額

に
係

る
所

得
税

法
第

３
５

条
第

３
項

に
規

定
す

る
公

的
年

金
等

に
係

る

所
得

に
つ

い
て

同
条

第
４

項
に

規
定

す
る

公
的

年
金

等
控

除
額

の
控

除

を
受
け
た
者
（
年
齢
６
５
歳
未
満
の

者
に
あ
っ
て
は
当
該
公
的
年
金
等
の

収
入
金
額
が
６
０
０
，
０
０
０
円
を
超
え
る
者
に
限
り
、
年
齢
６
５
歳
以

上
の
者
に
あ
っ
て
は
当
該
公
的
年
金

等
の
収
入
金
額
が
１
，
１
０
０
，
０

０
０
円
を
超
え
る
者
に
限
る
。
）
を

い
い
、
給
与
所

得
を
有
す
る
者
を
除

保
険
税
の
額
は
、
第
１
１
条
第
２
項
本
文
の
基
礎
課
税
額
か
ら
ア
及
び
イ
に

掲
げ
る
額
を
減
額
し
て
得
た
額
（
当
該
減
額
し
て
得
た
額
が
６
３
０
，
０
０

０
円
を
超
え
る
場
合
に
は
、
６
３
０
，
０
０
０
円
）
、
同
条
第
３
項
本
文
の

後
期

高
齢

者
支

援
金

等
課

税
額

か
ら

ウ
及

び
エ

に
掲

げ
る

額
を

減
額

し
て

得
た
額
（
当
該
減
額
し
て
得
た
額
が
１
９
０
，
０
０
０
円
を
超
え
る
場
合
に

は
、
１
９
０
，
０
０
０
円

）
並
び
に
同
条
第
４
項
本
文
の
介
護
納
付
金
課
税

額
か
ら
オ
及
び
カ
に
掲
げ
る
額
を
減
額
し
て
得
た
額
（
当
該
減
額
し
て
得
た

額
が
１
７
０
，
０
０
０
円

を
超
え
る
場
合
に
は
、
１

７
０
，
０
０
０
円
）
の

合
算
額
と
す
る
。
 

(
1
)

法
第

７
０

３
条

の
５

に
規

定
す

る
総

所
得

金
額

及
び

山
林

所
得

金
額

の
合
算
額
が
、
４
３
０
，
０
０
０
円
（
納
税
義
務
者
並
び
に
そ
の
世
帯
に

属
す

る
国

民
健

康
保

険
の

被
保

険
者

及
び

特
定

同
一

世
帯

所
属

者
の

う

ち
給
与
所
得
を
有
す
る
者
（
前
年
中
に
同
条
に
規
定
す
る
総
所
得
金
額
に

係
る
所
得
税
法
（
昭
和
４
０
年
法
律
第
３
３
号
）
第
２
８
条
第
１
項
に
規

定
す

る
給

与
所

得
に

つ
い

て
同

条
第

３
項

に
規

定
す

る
給

与
所

得
控

除

額
の
控
除
を
受
け
た
者
（
同
条
第
１
項
に
規
定
す
る
給
与
等
の
収
入
金
額

が
５
５
０
，
０
０
０
円
を

超
え
る
者
に
限
る
。
）
を

い
う
。
以
下
こ
の
号

に
お
い
て
同
じ
。
）
の
数
及
び
公
的
年
金
等
に
係
る
所
得
を
有
す
る
者
（
前

年
中

に
法

第
７

０
３

条
の

５
に

規
定

す
る

総
所

得
金

額
に

係
る

所
得

税

法
第

３
５

条
第

３
項

に
規

定
す

る
公

的
年

金
等

に
係

る
所

得
に

つ
い

て

同
条
第
４
項
に
規
定
す
る
公
的
年
金
等
控
除
額
の
控
除
を
受
け
た
者
（
年

齢
６

５
歳

未
満

の
者

に
あ

っ
て

は
当

該
公

的
年

金
等

の
収

入
金

額
が

６

０
０
，
０
０
０
円
を
超
え
る
者
に
限
り
、
年
齢
６
５
歳
以
上
の
者
に
あ
っ

て
は
当
該
公
的
年
金
等
の
収
入
金
額
が
１
，
１
０
０
，
０
０
０
円
を
超
え

る
者
に
限
る
。
）
を
い
い
、
給
与
所
得
を
有
す
る
者
を
除
く
。
）
の
数
の

（ 8 ）



改
正
後
 

改
正
前
 

く
。
）
の
数
の
合
計
数
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
給
与
所
得
者
等
の
数
」

と
い
う
。
）
が
２
以
上
の

場
合
に
あ
っ
て
は
、
４
３

０
，
０
０
０
円
に
当

該
給
与
所
得
者
等
の
数
か
ら
１
を
減

じ
た
数
に
１
０
０
，
０
０
０
円
を
乗

じ
て
得
た
金
額
を
加
算
し
た
金
額
）
を
超
え
な
い
世
帯
に
係
る
納
税
義
務

者
 

ア
国

民
健

康
保

険
の

被
保

険
者

に
係

る
基

礎
課

税
額

の
被

保
険

者
均

等
割
額
に
１
０
分
の
７
を
乗
じ
て

得
た
額

イ
国

民
健

康
保

険
の

被
保

険
者

に
係

る
基

礎
課

税
額

の
世

帯
別

平
等

割
額
に
１
０
分
の
７
を
乗
じ
て
得

た
額

ウ
～
カ
 
略

(
2
)

法
第

７
０

３
条

の
５

第
１

項
に

規
定

す
る

総
所

得
金

額
及

び
山

林
所

得
金
額
の
合
算
額
が
、
４
３
０
，
０

０
０
円
（
納
税

義
務
者
並
び
に
そ
の

世
帯

に
属

す
る

国
民

健
康

保
険

の
被

保
険

者
及

び
特

定
同

一
世

帯
所

属

者
の

う
ち

給
与

所
得

者
等

の
数

が
２

以
上

の
場

合
に

あ
っ

て
は

、
４

３

０
，
０
０
０
円
に
当
該
給
与
所
得
者
等
の
数
か
ら
１
を
減
じ
た
数
に
１
０

０
，
０
０
０
円
を
乗
じ
て
得
た
金
額
を
加
算
し
た
金
額
）
に
被
保
険
者
及

び
特
定
同
一
世
帯
所
属
者
１
人
に
つ

き
２
８
５
，
０
０
０
円
を
加
算
し
た

金
額
を
超
え
な
い
世
帯
に
係
る
納
税

義
務
者
（
前
号
に
該
当
す
る
者
を
除

く
。
）

ア
国

民
健

康
保

険
の

被
保

険
者

に
係

る
基

礎
課

税
額

の
被

保
険

者
均

等
割
額
に
１
０
分
の
５
を
乗
じ
て

得
た
額

イ
国

民
健

康
保

険
の

被
保

険
者

に
係

る
基

礎
課

税
額

の
世

帯
別

平
等

割
額
に
１
０
分
の
５
を
乗
じ
て
得

た
額

ウ
～
カ
 
略

(
3
)

法
第

７
０

３
条

の
５

第
１

項
に

規
定

す
る

総
所

得
金

額
及

び
山

林
所

合
計
数
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
給
与
所
得
者
等
の
数
」
と
い
う
。
）

が
２
以
上
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
４
３
０
，
０
０
０
円
に
当
該
給
与
所
得

者
等
の
数
か
ら
１
を
減
じ
た
数
に
１
０
０
，
０
０
０
円
を
乗
じ
て
得
た
金

額
を
加
算
し
た
金
額
）
を
超
え
な
い
世
帯
に
係
る
納
税
義
務
者
 

ア
国

民
健

康
保

険
の

被
保

険
者

に
係

る
被

保
険

者
均

等
割

額
に

１
０

分
の
７
を
乗
じ
て
得
た
額

イ
国

民
健

康
保

険
の

被
保

険
者

に
係

る
世

帯
別

平
等

割
額

に
１

０
分

の
７
を
乗
じ
て
得
た
額

ウ
～
カ
 
略

(
2
)

法
第

７
０

３
条

の
５

に
規

定
す

る
総

所
得

金
額

及
び

山
林

所
得

金
額

の
合
算
額
が
、
４
３
０
，
０
０
０
円
（
納
税
義
務
者
並
び
に
そ
の
世
帯
に
属

す
る

国
民

健
康

保
険

の
被

保
険

者
及

び
特

定
同

一
世

帯
所

属
者

の
う

ち
給

与
所
得
者
等
の
数
が
２
以
上
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
４
３
０
，
０
０
０
円
に

当
該
給
与
所
得
者
等
の
数
か
ら
１
を
減
じ
た
数
に
１
０
０
，
０
０
０
円
を
乗

じ
て
得
た
金
額
を
加
算
し
た
金
額
）
に
被
保
険
者
及
び
特
定
同
一
世
帯
所
属

者
１
人
に
つ
き
２
８
５
，
０
０
０
円
を
加
算
し
た
金
額
を
超
え
な
い
世
帯
に

係
る
納
税
義
務
者
（
前
号
に
該
当
す
る
者
を
除
く
。
）

ア
国

民
健

康
保

険
の

被
保

険
者

に
係

る
被

保
険

者
均

等
割

額
に

１
０

分
の
５
を
乗
じ
て
得
た
額

イ
国

民
健

康
保

険
の

被
保

険
者

に
係

る
世

帯
別

平
等

割
額

に
１

０
分

の
５
を
乗
じ
て
得
た
額

ウ
～
カ
 
略

(
3
)

法
第

７
０

３
条

の
５

に
規

定
す

る
総

所
得

金
額

及
び

山
林

所
得

金
額

（ 9 ）



改
正
後
 

改
正
前
 

得
金
額
の
合
算
額
が
、
４
３
０
，
０

０
０
円
（
納
税

義
務
者
並
び
に
そ
の

世
帯

に
属

す
る

国
民

健
康

保
険

の
被

保
険

者
及

び
特

定
同

一
世

帯
所

属

者
の

う
ち

給
与

所
得

者
等

の
数

が
２

以
上

の
場

合
に

あ
っ

て
は

、
４

３

０
，
０
０
０
円
に
当
該
給
与
所
得
者
等
の
数
か
ら
１
を
減
じ
た
数
に
１
０

０
，
０
０
０
円
を
乗
じ
て
得
た
金
額
を
加
算
し
た
金
額
）
に
被
保
険
者
及

び
特
定
同
一
世
帯
所
属
者
１
人
に
つ

き
５
２
０
，
０
０
０
円
を
加
算
し
た

金
額
を
超
え
な
い
世
帯
に
係
る
納
税

義
務
者
（
前
２
号
に
該
当
す
る
者
を

除
く
。
）
 

ア
国

民
健

康
保

険
の

被
保

険
者

に
係

る
基

礎
課

税
額

の
被

保
険

者
均

等
割
額
に
１
０
分
の
２
を
乗
じ
て

得
た
額

イ
国

民
健

康
保

険
の

被
保

険
者

に
係

る
基

礎
課

税
額

の
世

帯
別

平
等

割
額
に
１
０
分
の
２
を
乗
じ
て
得

た
額

ウ
～
カ
 
略

２
 

保
険

税
の

納
税

義
務

者
の

属
す

る
世

帯
内

に
６

歳
に

達
す

る
日

以
後

の

最
初
の
３
月
３
１
日
以
前
で
あ
る
被
保

険
者
（
以
下
「
未
就
学
児
」
と
い
う
。
）

が
あ

る
場

合
に

お
け

る
当

該
納

税
義

務
者

に
対

し
て

課
す

る
被

保
険

者
均

等
割
額
（
当
該
納
税
義
務
者
の
世
帯
に
属
す
る
未
就
学
児
に
つ
き
算
定
し
た

被
保
険
者
均
等
割
額
（
前
項
に
規
定
す

る
金
額
を
減
額
す
る
も
の
と
し
た
場

合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
減
額
後
の
被
保

険
者
均
等
割
額
）
に
限
る
。
）
は
、

当
該
被
保
険
者
均
等
割
額
か
ら
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
そ
れ

ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
額
を
減
額
し

て
得
た
額
と
す
る
。
 

(
1
)

国
民

健
康

保
険

の
被

保
険

者
に

係
る

基
礎

課
税

額
の

被
保

険
者

均
等

割
額
 
次
に
掲
げ
る
世
帯
の
区
分
に

応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
未
就
学
児
１
人
に

つ
い
て
次
に
定
め
る
額

ア
前
項
第
１
号
ア
に
規
定
す
る
金

額
を
減
額
し
た
世
帯
 
３
，
４
５
０

の
合
算
額
が
、
４
３
０
，
０
０
０
円
（
納
税
義
務
者
並
び
に
そ
の
世
帯
に

属
す

る
国

民
健

康
保

険
の

被
保

険
者

及
び

特
定

同
一

世
帯

所
属

者
の

う

ち
給
与
所
得
者
等
の
数
が
２
以
上
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
４
３
０
，
０
０

０
円
に
当
該
給
与
所
得
者
等
の
数
か
ら
１
を
減
じ
た
数
に
１
０
０
，
０
０

０
円
を
乗
じ
て
得
た
金
額
を
加
算
し
た
金
額
）
に
被
保
険
者
及
び
特
定
同

一
世
帯
所
属
者
１
人
に
つ
き
５
２
０
，
０
０
０
円
を
加
算
し
た
金
額
を
超

え
な
い
世
帯
に
係
る
納
税
義
務
者
（
前
２
号
に
該
当
す
る
者
を
除
く
。
）
 

ア
国

民
健

康
保

険
の

被
保

険
者

に
係

る
被

保
険

者
均

等
割

額
に

１
０

分
の
２
を
乗
じ
て
得
た
額

イ
国

民
健

康
保

険
の

被
保

険
者

に
係

る
世

帯
別

平
等

割
額

に
１

０
分

の
２
を
乗
じ
て
得
た
額

ウ
～
カ
 
略

（ 10 ）



改
正
後
 

改
正
前
 

円
 

イ
前
項
第
２
号
ア
に
規
定
す
る
金

額
を
減
額
し
た
世
帯
 
５
，
７
５
０

円

ウ
前
項
第
３
号
ア
に
規
定
す
る
金

額
を
減
額
し
た
世
帯
 
９
，
２
０
０

円

エ
ア
か
ら
ウ
ま
で
に
掲
げ
る
世
帯

以
外
の
世
帯
 
１
１
，
５
０
０
円

(
2
)

国
民

健
康

保
険

の
被

保
険

者
に

係
る

後
期

高
齢

者
支

援
金

等
課

税
額

の
被
保
険
者
均
等
割
額
 
次
に
掲
げ

る
世
帯
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ

未
就
学
児
１
人
に
つ
い
て
次
に
定
め

る
額

ア
前
項
第
１
号
ウ
に
規
定
す
る
金

額
を
減
額
し
た
世
帯
 
１
，
４
７
０

円

イ
前
項
第
２
号
ウ
に
規
定
す
る
金

額
を
減
額
し
た
世
帯
 
２
，
４
５
０

円

ウ
前
項
第
３
号
ウ
に
規
定
す
る
金

額
を
減
額
し
た
世
帯
 
３
，
９
２
０

円

エ
ア
か
ら
ウ
ま
で
に
掲
げ
る
世
帯

以
外
の
世
帯
 
４
，
９
０
０
円

（
特
例
対
象
被
保
険
者
等
に
係
る
保
険
税

の
課
税
の
特
例
）
 

第
２

５
条

の
２

 
保

険
税

の
納

税
義

務
者

で
あ

る
世

帯
主

又
は

そ
の

世
帯

に

属
す

る
国

民
健

康
保

険
の

被
保

険
者

若
し

く
は

特
定

同
一

世
帯

所
属

者
が

特
例

対
象

被
保

険
者

等
で

あ
る

場
合

に
お

け
る

第
１

２
条

及
び

前
条

第
１

項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
１
２
条
第
１
項
中
「
規
定
す
る
総
所
得

金
額
」
と

あ
る
の
は
「
規

定
す
る
総
所
得
金
額
（
第
１
７
条
第
９
項
に
規
定

す
る

特
例

対
象

被
保

険
者

等
の

総
所

得
金

額
に

給
与

所
得

が
含

ま
れ

て
い

る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
給
与
所
得
に
つ
い
て
は
、
所
得
税
法
（
昭
和
４

（
特
例
対
象
被
保
険
者
等
に
係
る
保
険
税
の
課
税
の
特
例
）
 

第
２

５
条

の
２

 
保

険
税

の
納

税
義

務
者

で
あ

る
世

帯
主

又
は

そ
の

世
帯

に

属
す

る
国

民
健

康
保

険
の

被
保

険
者

若
し

く
は

特
定

同
一

世
帯

所
属

者
が

特
例

対
象

被
保

険
者

等
で

あ
る

場
合

に
お

け
る

第
１

２
条

及
び

前
条

の
規

定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
１
２
条
第
１
項
中
「
規
定
す
る
総
所
得
金
額
」

と
あ
る
の
は
「
規
定
す
る
総
所
得
金
額
（
第
１
７
条
第
９
項
に
規
定
す
る
特

例
対

象
被

保
険

者
等

の
総

所
得

金
額

に
給

与
所

得
が

含
ま

れ
て

い
る

場
合

に
お
い
て
は
、
当
該
給
与
所
得
に
つ
い
て
は
、
所
得
税
法
（
昭
和
４
０
年
法

（ 11 ）



改
正
後
 

改
正
前
 

０
年
法
律
第
３
３
号
）
第
２
８
条
第
２

項
の
規
定
に
よ
っ
て
計
算
し
た
金
額

の
１
０
０
分
の
３
０
に
相
当
す
る
金
額

に
よ
る
も
の
と
す
る
。
次
項
に
お
い

て
同
じ
。
）
」
と
、
「
同
条
第
２
項
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
３
１
４
条
の
２

第
２
項
」
と
、
前
条
第
１

項
第
１
号
中
「
総
所
得
金

額
及
び
」
と
あ
る
の
は

「
総
所
得
金
額
（
第
１
７
条
第
９
項
に

規
定
す
る
特
例
対
象
被
保
険
者
等
の

総
所
得
金
額
に
給
与
所
得
が
含
ま
れ
て

い
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
給
与

所
得
に
つ
い
て
は
、
所
得
税
法
第
２
８

条
第
２
項
の
規
定
に
よ
っ
て
計
算
し

た
金
額
の
１
０
０
分
の
３
０
に
相
当
す

る
金
額
に
よ
る
も
の
と
す
る
。
次
号

及
び
第
３
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
及
び
」
と
、
附
則

第
６
項
中
「
所
得
税
法

（
昭
和
４
０
年
法
律
第
３
３
号
）
」
と

あ
る
の
は
「
所
得
税
法
」
と
す
る
。
 

附
 
則
 

１
～
５
 
略
 

（
公
的
年
金
等
に
係
る
所
得
に
係
る
保
険

税
の
課
税
の
特
例
）
 

６
 
当
分
の
間
、
世
帯
主
又
は
そ
の
世
帯

に
属
す
る
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険

者
若
し
く
は
特
定
同
一
世
帯
所
属
者
が

、
前
年
中
に
所
得
税
法
第
３
５
条
第

３
項

に
規

定
す

る
公

的
年

金
等

に
係

る
所

得
に

つ
い

て
同

条
第

４
項

に
規

定
す
る
公
的
年
金
等
控
除
額
（
年
齢
６

５
歳
以
上
で
あ
る
者
に
係
る
も
の
に

限
る

。
）

の
控

除
を

受
け

た
場

合
に

お
け

る
第

２
５

条
第

１
項

の
規

定
の

適

用
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
１
号
中
「
法

第
７
０
３
条
の
５
第
１
項
に
規
定
す

る
総
所
得
金
額
及
び
山
林
所
得
金
額
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
７
０
３
条
の
５

第
１
項
に
規
定
す
る
総
所
得
金
額
（
所
得
税
法
（
昭
和
４
０
年
法
律
第
３
３

号
）

第
３

５
条

第
３

項
に

規
定

す
る

公
的

年
金

等
に

係
る

所
得

に
つ

い
て

は
、
同
条
第
２
項
第
１
号
の
規
定
に
よ

っ
て
計
算
し
た
金
額
か
ら
１
５
０
，

０
０
０
円
を
控
除
し
た
金
額
に
よ
る
も

の
と
す
る
。
次
号
及
び
第
３
号
に
お

律
第
３
３
号
）
第
２
８
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
っ
て
計
算
し
た
金
額
の
１
０

０
分

の
３

０
に

相
当

す
る

金
額

に
よ

る
も

の
と

す
る

。
次

項
に

お
い

て
同

じ
。
）
」
と
、
「
同
条
第
２
項
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
３
１
４
条
の
２
第
２

項
」
と
、
前
条

第
１
号
中
「
総
所
得
金
額
」
と
あ
る
の
は
「
総
所
得
金
額
（
第

１
７

条
第

９
項

に
規

定
す

る
特

例
対

象
被

保
険

者
等

の
総

所
得

金
額

に
給

与
所

得
が

含
ま

れ
て

い
る

場
合

に
お

い
て

は
、

当
該

給
与

所
得

に
つ

い
て

は
、
所
得
税
法

第
２
８
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
っ
て
計
算
し
た
金
額
の
１
０

０
分
の
３
０
に
相
当
す
る
金
額
に
よ
る
も
の
と
す
る
。
次
号
及
び
第
３
号
に

お
い
て
同
じ
。
）
」
と
、
附
則
第
６
項
中
「
所
得
税
法
（
昭
和
４
０
年
法
律

第
３
３
号
）
」
と
あ
る
の
は
「
所
得
税
法
」
と
す
る
。
 

附
 
則
 

１
～
５
 
略
 

（
公
的
年
金
等
に
係
る
所
得
に
係
る
保
険
税
の
課
税
の
特
例
）
 

６
 
当
分
の
間
、
世
帯
主
又
は
そ
の
世
帯
に
属
す
る
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険

者
若
し
く
は
特
定
同
一
世
帯
所
属
者
が
、
前
年
中
に
所
得
税
法
第
３
５
条
第

３
項

に
規

定
す

る
公

的
年

金
等

に
係

る
所

得
に

つ
い

て
同

条
第

４
項

に
規

定
す
る
公
的
年
金
等
控
除
額
（
年
齢
６
５
歳
以
上
で
あ
る
者
に
係
る
も
の
に

限
る
。
）
の
控

除
を
受
け
た
場
合
に
お
け
る
第
２
５
条
の
規
定
の
適
用
に
つ

い
て
は
、
同
条
第
１
号
中
「
法
第
７
０
３
条
の
５
に
規
定
す
る
総
所
得
金
額

及
び
山
林
所
得
金
額
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
７
０
３
条
の
５
に
規
定
す
る
総

所
得
金
額
（
所
得
税
法
（

昭
和
４
０
年
法
律
第
３
３
号
）
第
３
５
条
第
３
項

に
規
定
す
る
公
的
年
金
等
に
係
る
所
得
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
２
項
第
１
号

の
規
定
に
よ
っ
て
計
算
し
た
金
額
か
ら
１
５
０
，
０
０
０
円
を
控
除
し
た
金

額
に
よ
る
も
の
と
す
る
。
次
号
及
び
第
３
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
及
び
山
林

（ 12 ）



改
正
後
 

改
正
前
 

い
て
同
じ
。
）
及
び
山
林
所
得
金
額
」
と
、「

１
，
１
０
０
，
０
０
０
円
」
と

あ
る
の
は
「
１
，
２
５
０
，
０
０
０
円

」
と
す
る
。
 

（
上
場
株
式
等
に
係
る
配
当
所
得
等
に
係
る
保
険
税
の
課
税
の
特
例
）
 

７
 

世
帯

主
又

は
そ

の
世

帯
に

属
す

る
国

民
健

康
保

険
の

被
保

険
者

若
し

く

は
特

定
同

一
世

帯
所

属
者

が
法

附
則

第
３

３
条

の
２

第
５

項
の

配
当

所
得

等
を
有
す
る
場
合
に
お
け
る
第
１
２
条

、
第
１
３
条
の
２
、
第
１
３
条
の
４

及
び
第
２
５
条
第
１
項
の
規
定
の
適
用

に
つ
い
て
は
、
第
１
２
条
第
１
項
中

「
及
び
山
林
所
得
金
額
」
と
あ
る
の
は
「
及
び
山
林
所
得
金
額
並
び
に
法
附

則
第

３
３

条
の

２
第

５
項

に
規

定
す

る
上

場
株

式
等

に
係

る
配

当
所

得
等

の
金

額
」

と
、
「

同
条

第
２

項
」

と
あ

る
の

は
「

法
第

３
１

４
条

の
２

第
２

項
」
と
、
同
条
第
２
項
中
「
又
は
山
林
所
得
金
額
」
と
あ
る
の
は
「
若
し
く

は
山

林
所

得
金

額
又

は
法

附
則

第
３

３
条

の
２

第
５

項
に

規
定

す
る

上
場

株
式
等
に
係
る
配
当
所
得
等
の
金
額
」
と
、
第
２
５

条
第
１
項
中
「
及
び
山

林
所
得
金
額
」
と
あ
る
の
は
「
及
び
山

林
所
得
金
額
並
び
に
法
附
則
第
３
３

条
の
２
第
５
項
に
規
定
す
る
上
場
株
式

等
に
係
る
配
当
所
得
等
の
金
額
」
と

す
る
。
 

（
長
期
譲
渡
所
得
に
係
る
保
険
税
の
課
税

の
特
例
）
 

８
 

世
帯

主
又

は
そ

の
世

帯
に

属
す

る
国

民
健

康
保

険
の

被
保

険
者

若
し

く

は
特

定
同

一
世

帯
所

属
者

が
法

附
則

第
３

４
条

第
４

項
の

譲
渡

所
得

を
有

す
る
場
合
に
お
け
る
第
１
２
条
、
第
１
３
条
の
２
、
第
１
３
条
の
４
及
び
第

２
５
条
第
１
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い

て
は
、
第
１
２
条
第
１
項
中
「
及
び

山
林
所
得
金
額
の
合
計
額
か
ら
同
条
第

２
項
」
と
あ
る
の
は
「
及
び
山
林
所

得
金

額
並

び
に

法
附

則
第

３
４

条
第

４
項

に
規

定
す

る
長

期
譲

渡
所

得
の

金
額
（
租

税
特
別
措
置
法
（
昭
和
３
２
年
法
律
第
２
６
号
）
第
３
３
条
の
４

第
１
項
若
し
く
は
第
２
項
、
第
３
４
条

第
１
項
、
第
３
４
条
の
２
第
１
項
、

所
得
金
額
」
と
、
「
１
，
１
０
０
，
０
０
０
円
」
と

あ
る
の
は
「
１
，
２
５

０
，
０
０
０
円
」
と
す
る
。
 

（
上
場
株
式
等
に
係
る
配
当
所
得
等
に
係
る
保
険
税
の
課
税
の
特
例
）
 

７
 

世
帯

主
又

は
そ

の
世

帯
に

属
す

る
国

民
健

康
保

険
の

被
保

険
者

若
し

く

は
特

定
同

一
世

帯
所

属
者

が
法

附
則

第
３

３
条

の
２

第
５

項
の

配
当

所
得

等
を
有
す
る
場
合
に
お
け
る
第
１
２
条
、
第
１
３
条
の
２
、
第
１
３
条
の
４

及
び
第
２
５
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
１
２
条
第
１
項
中
「
及
び

山
林
所
得
金
額
」
と
あ
る
の
は
「
及
び
山
林
所
得
金
額
並
び
に
法
附
則
第
３

３
条
の
２
第
５
項
に
規
定
す
る
上
場
株
式
等
に
係
る
配
当
所
得
等
の
金
額
」

と
、
「
同
条
第
２
項
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
３
１
４
条
の
２
第
２
項
」
と
、

同
条
第
２
項
中
「
又
は
山
林
所
得
金
額
」
と
あ
る
の
は
「
若
し
く
は
山
林
所

得
金

額
又

は
法

附
則

第
３

３
条

の
２

第
５

項
に

規
定

す
る

上
場

株
式

等
に

係
る
配
当
所
得
等
の
金
額
」
と
、
第
２
５
条
中
「
及

び
山
林
所
得
金
額
」
と

あ
る
の
は
「
及

び
山
林
所
得
金
額
並
び
に
法
附
則
第
３
３
条
の
２
第
５
項
に

規
定
す
る
上
場
株
式
等
に
係
る
配
当
所
得
等
の
金
額
」
と
す
る
。
 

（
長
期
譲
渡
所
得
に
係
る
保
険
税
の
課
税
の
特
例
）
 

８
 

世
帯

主
又

は
そ

の
世

帯
に

属
す

る
国

民
健

康
保

険
の

被
保

険
者

若
し

く

は
特

定
同

一
世

帯
所

属
者

が
法

附
則

第
３

４
条

第
４

項
の

譲
渡

所
得

を
有

す
る
場
合
に
お
け
る
第
１
２
条
、
第
１
３
条
の
２
、
第
１
３
条
の
４
及
び
第

２
５
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
１
２
条
第
１
項
中
「
及
び
山
林
所

得
金
額
の
合
計
額
か
ら
同
条
第
２
項
」
と
あ
る
の
は
「
及
び
山
林
所
得
金
額

並
び
に
法
附
則
第
３
４
条
第
４
項
に
規
定
す
る
長
期
譲
渡
所
得
の
金
額
（
租

税
特
別
措
置
法
（
昭
和
３
２
年
法
律
第
２
６
号
）
第
３
３
条
の
４
第
１
項
若

し
く
は
第
２
項
、
第
３
４
条
第
１
項
、
第
３
４
条
の
２
第
１
項
、
第
３
４
条

（ 13 ）



改
正
後
 

改
正
前
 

第
３
４
条
の
３
第
１
項
、
第
３
５
条
第
１
項
、
第
３
５
条
の
２
第
１
項
、
第

３
５
条
の
３
第
１
項
又
は
第
３
６
条
の

規
定
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
こ
れ

ら
の

規
定

の
適

用
に

よ
り

同
法

第
３

１
条

第
１

項
に

規
定

す
る

長
期

譲
渡

所
得
の
金
額
か
ら
控
除
す
る
金
額
を
控

除
し
た
金
額
。
以
下
こ
の
項
に
お
い

て
「

控
除

後
の

長
期

譲
渡

所
得

の
金

額
」

と
い

う
。
）

の
合

計
額

か
ら

法
第

３
１

４
条

の
２

第
２

項
」

と
、
「

及
び

山
林

所
得

金
額

の
合

計
額

（
」

と
あ

る
の
は
「
及
び
山
林
所
得
金
額
並
び
に
控
除
後
の
長
期
譲
渡
所
得
の
金
額
の

合
計
額
（
」
と
、
同
条
第
２
項
中
「
又
は

山
林
所
得
金
額
」
と
あ
る
の
は
「
若

し
く

は
山

林
所

得
金

額
又

は
法

附
則

第
３

４
条

第
４

項
に

規
定

す
る

長
期

譲
渡
所
得
の
金
額
」
と
、
第
２
５
条
第
１
項
中
「
及

び
山
林
所
得
金
額
」
と

あ
る
の
は
「
及
び
山
林
所
得
金
額
並
び

に
法
附
則
第
３
４
条
第
４
項
に
規
定

す
る
長
期
譲
渡
所
得
の
金
額
」
と
す
る

。
 

９
 
略
 

（
一
般
株
式
等
に
係
る
譲
渡
所
得
等
に
係
る
保
険
税
の
課
税
の
特
例
）
 

１
０

 
世

帯
主

又
は

そ
の

世
帯

に
属

す
る

国
民

健
康

保
険

の
被

保
険

者
若

し

く
は

特
定

同
一

世
帯

所
属

者
が

法
附

則
第

３
５

条
の

２
第

５
項

の
一

般
株

式
等
に
係
る
譲
渡
所
得
等
を
有
す
る
場

合
に
お
け
る
第
１
２
条
、
第
１
３
条

の
２

、
第

１
３

条
の

４
及

び
第

２
５

条
第

１
項

の
規

定
の

適
用

に
つ

い
て

は
、
第
１

２
条
第
１
項
中
「
及
び
山
林
所
得
金
額
」
と
あ
る
の
は
「
及
び
山

林
所

得
金

額
並

び
に

法
附

則
第

３
５

条
の

２
第

５
項

に
規

定
す

る
一

般
株

式
等
に
係
る
譲
渡
所
得
等
の
金
額
」
と
、「

同
条
第
２
項
」
と
あ
る
の
は
「
法

第
３
１
４
条
の
２
第
２
項
」
と
、
同
条

第
２
項
中
「
又
は
山
林
所
得
金
額
」

と
あ
る
の
は
「
若
し
く
は
山
林
所
得
金

額
又
は
法
附
則
第
３
５
条
の
２
第
５

項
に
規
定
す
る
一
般
株
式
等
に
係
る
譲

渡
所
得
等
の
金
額
」
と
、
第
２
５
条

第
１
項
中
「
及
び
山
林
所
得
金
額
」
と

あ
る
の
は
「

及
び
山
林
所
得
金
額
並

の
３
第
１
項
、
第
３
５
条
第
１
項
、
第
３
５
条
の
２
第
１
項
、
第
３
５
条
の

３
第
１
項
又
は
第
３
６
条
の
規
定
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
こ
れ
ら
の
規
定

の
適

用
に

よ
り

同
法

第
３

１
条

第
１

項
に

規
定

す
る

長
期

譲
渡

所
得

の
金

額
か
ら
控
除
す
る
金
額
を
控
除
し
た
金
額
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
控
除

後
の
長
期
譲
渡
所
得
の
金
額
」
と
い
う
。
）
の
合
計

額
か
ら
法
第
３
１
４
条

の
２
第
２
項
」
と
、
「
及
び
山
林
所
得
金
額
の
合
計
額
（
」
と
あ
る
の
は
「
及

び
山
林
所
得
金
額
並
び
に
控
除
後
の
長
期
譲
渡
所
得
の
金
額
の
合
計
額
（
」

と
、
同
条
第
２
項
中
「
又

は
山
林
所
得
金
額
」
と
あ

る
の
は
「
若
し
く
は
山

林
所

得
金

額
又

は
法

附
則

第
３

４
条

第
４

項
に

規
定

す
る

長
期

譲
渡

所
得

の
金
額
」
と
、
第
２
５
条
中
「
及
び
山
林
所
得
金
額
」
と
あ
る
の
は
「
及
び

山
林

所
得

金
額

並
び

に
法

附
則

第
３

４
条

第
４

項
に

規
定

す
る

長
期

譲
渡

所
得
の
金
額
」
と
す
る
。
 

９
 
略
 

（
一
般
株
式
等
に
係
る
譲
渡
所
得
等
に
係
る
保
険
税
の
課
税
の
特
例
）
 

１
０

 
世

帯
主

又
は

そ
の

世
帯

に
属

す
る

国
民

健
康

保
険

の
被

保
険

者
若

し

く
は

特
定

同
一

世
帯

所
属

者
が

法
附

則
第

３
５

条
の

２
第

５
項

の
一

般
株

式
等
に
係
る
譲
渡
所
得
等
を
有
す
る
場
合
に
お
け
る
第
１
２
条
、
第
１
３
条

の
２
、
第
１
３
条
の
４
及
び
第
２
５
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
１

２
条
第
１
項
中
「
及
び
山
林
所
得
金
額
」
と
あ
る
の
は
「
及
び
山
林
所
得
金

額
並

び
に

法
附

則
第

３
５

条
の

２
第

５
項

に
規

定
す

る
一

般
株

式
等

に
係

る
譲
渡
所
得
等
の
金
額
」
と
、
「
同
条
第
２
項
」
と

あ
る
の
は
「
法
第
３
１

４
条
の
２
第
２
項
」
と
、
同
条
第
２
項
中
「
又
は
山

林
所
得
金
額
」
と
あ
る

の
は
「
若
し
く

は
山
林
所
得
金
額
又
は
法
附
則
第
３
５
条
の
２
第
５
項
に
規

定
す
る
一
般
株
式
等
に
係
る
譲
渡
所
得
等
の
金
額
」
と
、
第
２
５
条
中
「
及

び
山
林
所
得
金
額
」
と
あ
る
の
は
「
及
び
山
林
所
得
金
額
並
び
に
法
附
則
第
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改
正
後
 

改
正
前
 

び
に

法
附

則
第

３
５

条
の

２
第

５
項

に
規

定
す

る
一

般
株

式
等

に
係

る
譲

渡
所
得
等
の
金
額
」
と
す
る
。
 

（
上
場
株
式
等
に
係
る
譲
渡
所
得
等
に
係

る
保
険
税
の
課
税
の
特
例
）
 

１
１

 
世

帯
主

又
は

そ
の

世
帯

に
属

す
る

国
民

健
康

保
険

の
被

保
険

者
若

し

く
は

特
定

同
一

世
帯

所
属

者
が

法
附

則
第

３
５

条
の

２
の

２
第

５
項

の
上

場
株
式
等
に
係
る
譲
渡
所
得
等
を
有
す

る
場
合
に
お
け
る
第
１
２
条
、
第
１

３
条
の
２
、
第
１
３
条
の
４
及
び
第
２

５
条
第
１
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い

て
は
、
第

１
２
条
第
１
項

中
「
及
び
山
林
所
得
金
額

」
と
あ
る
の
は
「
及
び

山
林

所
得

金
額

並
び

に
法

附
則

第
３

５
条

の
２

の
２

第
５

項
に

規
定

す
る

上
場

株
式

等
に

係
る

譲
渡

所
得

等
の

金
額

」
と

、
「

同
条

第
２

項
」

と
あ

る

の
は
「
法

第
３
１
４
条
の

２
第
２
項
」
と
、
同
条
第

２
項
中
「
又
は
山
林
所

得
金
額
」
と
あ
る
の
は
「
若
し
く
は
山

林
所
得
金
額
又
は
法
附
則
第
３
５
条

の
２
の
２
第
５
項
に
規
定
す
る
上
場
株

式
等
に
係
る
譲
渡
所
得
等
の
金
額
」

と
、
第
２

５
条
第
１
項
中
「
及
び
山
林
所
得
金
額
」
と
あ
る
の
は
「
及
び
山

林
所

得
金

額
並

び
に

法
附

則
第

３
５

条
の

２
の

２
第

５
項

に
規

定
す

る
上

場
株
式
等
に
係
る
譲
渡
所
得
等
の
金
額

」
と
す
る
。
 

１
２
・
１
３
 
略
 

（
土
地
の
譲
渡
等
に
係
る
事
業
所
得
等
に
係
る
保
険
税
の
課
税
の
特
例
）
 

１
４

 
世

帯
主

又
は

そ
の

世
帯

に
属

す
る

国
民

健
康

保
険

の
被

保
険

者
若

し

く
は

特
定

同
一

世
帯

所
属

者
が

法
附

則
第

３
３

条
の

３
第

５
項

の
事

業
所

得
又
は
雑
所
得
を
有
す
る
場
合
に
お
け

る
第
１
２
条
、
第
１
３
条
の
２
、
第

１
３
条
の
４
及
び
第
２
５
条
第
１
項
の

規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
１
２

条
第
１
項
中
「
及
び
山
林
所
得
金
額
」
と
あ
る
の
は
「
及
び
山
林
所
得
金
額

並
び

に
法

附
則

第
３

３
条

の
３

第
５

項
に

規
定

す
る

土
地

等
に

係
る

事
業

所
得

等
の

金
額

」
と

、
「

同
条

第
２

項
」

と
あ

る
の

は
「

法
第

３
１

４
条

の

３
５

条
の

２
第

５
項

に
規

定
す

る
一

般
株

式
等

に
係

る
譲

渡
所

得
等

の
金

額
」
と
す
る
。
 

（
上
場
株
式
等
に
係
る
譲
渡
所
得
等
に
係
る
保
険
税
の
課
税
の
特
例
）
 

１
１

 
世

帯
主

又
は

そ
の

世
帯

に
属

す
る

国
民

健
康

保
険

の
被

保
険

者
若

し

く
は

特
定

同
一

世
帯

所
属

者
が

法
附

則
第

３
５

条
の

２
の

２
第

５
項

の
上

場
株
式
等
に
係
る
譲
渡
所
得
等
を
有
す
る
場
合
に
お
け
る
第
１
２
条
、
第
１

３
条
の
２
、
第
１
３
条
の
４
及
び
第
２
５
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、

第
１
２
条
第
１
項
中
「
及
び
山
林
所
得
金
額
」
と
あ
る
の
は
「
及
び
山
林
所

得
金

額
並

び
に

法
附

則
第

３
５

条
の

２
の

２
第

５
項

に
規

定
す

る
上

場
株

式
等
に
係
る
譲
渡
所
得
等
の
金
額
」
と
、
「
同
条
第

２
項
」
と
あ
る
の
は
「
法

第
３
１
４
条
の
２
第
２
項
」
と
、
同
条
第
２
項
中
「
又
は
山
林
所
得
金
額
」

と
あ
る
の
は
「

若
し
く
は
山
林
所
得
金
額
又
は
法
附
則
第
３
５
条
の
２
の
２

第
５
項
に
規
定
す
る
上
場
株
式
等
に
係
る
譲
渡
所
得
等
の
金
額
」
と
、
第
２

５
条
中
「
及
び
山
林
所
得
金
額
」
と
あ
る
の
は
「
及

び
山
林
所
得
金
額
並
び

に
法

附
則

第
３

５
条

の
２

の
２

第
５

項
に

規
定

す
る

上
場

株
式

等
に

係
る

譲
渡
所
得
等
の
金
額
」
と
す
る
。
 

１
２
・
１
３
 
略
 

（
土
地
の
譲
渡
等
に
係
る
事
業
所
得
等
に
係
る
保
険
税
の
課
税
の
特
例
）
 

１
４

 
世

帯
主

又
は

そ
の

世
帯

に
属

す
る

国
民

健
康

保
険

の
被

保
険

者
若

し

く
は

特
定

同
一

世
帯

所
属

者
が

法
附

則
第

３
３

条
の

３
第

５
項

の
事

業
所

得
又
は
雑
所
得
を
有
す
る
場
合
に
お
け
る
第
１
２
条
、
第
１
３
条
の
２
、
第

１
３
条
の
４
及
び
第
２
５
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
１
２
条
第
１

項
中
「
及
び
山
林
所
得
金
額
」
と
あ
る
の
は
「
及
び

山
林
所
得
金
額
並
び
に

法
附

則
第

３
３

条
の

３
第

５
項

に
規

定
す

る
土

地
等

に
係

る
事

業
所

得
等

の
金
額
」
と
、
「
同
条
第

２
項
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
３
１
４
条
の
２
第
２

（ 15 ）



改
正
後
 

改
正
前
 

２
第
２
項
」
と
、
同
条
第
２
項
中
「
又
は
山
林
所
得
金
額
」
と
あ
る
の
は
「
若

し
く

は
山

林
所

得
金

額
又

は
法

附
則

第
３

３
条

の
３

第
５

項
に

規
定

す
る

土
地
等
に
係
る
事
業
所
得
等
の
金
額
」
と
、
第
２
５

条
第
１
項
中
「
及
び
山

林
所
得
金
額
」
と
あ
る
の
は
「
及
び
山

林
所
得
金
額
並
び
に
法
附
則
第
３
３

条
の

３
第

５
項

に
規

定
す

る
土

地
等

に
係

る
事

業
所

得
等

の
金

額
」

と
す

る
。
 

（
先
物
取
引
に
係
る
雑
所
得
等
に
係
る
保

険
税
の
課
税
の
特
例
）
 

１
５

 
世

帯
主

又
は

そ
の

世
帯

に
属

す
る

国
民

健
康

保
険

の
被

保
険

者
若

し

く
は

特
定

同
一

世
帯

所
属

者
が

法
附

則
第

３
５

条
の

４
第

４
項

の
事

業
所

得
、
譲
渡
所
得
又
は
雑
所
得
を
有
す
る
場
合
に
お
け
る
第
１
２
条
、
第
１
３

条
の
２
、
第
１
３
条
の
４
及
び
第
２
５

条
第
１
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て

は
、
第
１

２
条
第
１
項
中
「
及
び
山
林
所
得
金
額
」
と
あ
る
の
は
「
及
び
山

林
所

得
金

額
並

び
に

法
附

則
第

３
５

条
の

４
第

４
項

に
規

定
す

る
先

物
取

引
に

係
る

雑
所

得
等

の
金

額
」

と
、
「

同
条

第
２

項
」

と
あ

る
の

は
「

法
第

３
１
４
条
の
２
第
２
項
」
と
、
同
条
第
２
項
中
「
又

は
山
林
所
得
金
額
」
と

あ
る
の
は
「
若
し
く
は
山
林
所
得
金
額

又
は
法
附
則
第
３
５
条
の
４
第
４
項

に
規
定
す
る
先
物
取
引
に
係
る
雑
所
得

等
の
金
額
」
と
、
第
２
５
条
第
１
項

中
「
及
び

山
林
所
得
金
額
」
と
あ
る
の
は
「
及
び
山

林
所
得
金
額
並
び
に
法

附
則

第
３

５
条

の
４

第
４

項
に

規
定

す
る

先
物

取
引

に
係

る
雑

所
得

等
の

金
額
」
と
す
る
。
 

１
６
 
略
 

（
特
例
適
用
利
子
等
に
係
る
国
民
健
康
保

険
税
の
課
税
の
特
例
）
 

１
７

 
世

帯
主

又
は

そ
の

世
帯

に
属

す
る

国
民

健
康

保
険

の
被

保
険

者
若

し

く
は

特
定

同
一

世
帯

所
属

者
が

外
国

居
住

者
等

の
所

得
に

対
す

る
相

互
主

義
に
よ
る
所
得
税
等
の
非
課
税
等
に
関

す
る
法
律
（
昭
和
３
７
年
法
律
第
１

項
」
と
、
同
条
第
２
項
中
「
又
は
山
林
所
得
金
額
」
と
あ
る
の
は
「
若
し
く

は
山

林
所

得
金

額
又

は
法

附
則

第
３

３
条

の
３

第
５

項
に

規
定

す
る

土
地

等
に
係
る
事
業
所
得
等
の
金
額
」
と
、
第
２
５
条

中
「
及
び
山
林
所
得
金
額
」

と
あ
る
の
は
「

及
び
山
林
所
得
金
額
並
び
に
法
附
則
第
３
３
条
の
３
第
５
項

に
規
定
す
る
土
地
等
に
係
る
事
業
所
得
等
の
金
額
」
と
す
る
。
 

（
先
物
取
引
に
係
る
雑
所
得
等
に
係
る
保
険
税
の
課
税
の
特
例
）
 

１
５

 
世

帯
主

又
は

そ
の

世
帯

に
属

す
る

国
民

健
康

保
険

の
被

保
険

者
若

し

く
は

特
定

同
一

世
帯

所
属

者
が

法
附

則
第

３
５

条
の

４
第

４
項

の
事

業
所

得
、
譲
渡
所
得
又
は
雑
所
得
を
有
す
る
場
合
に
お
け
る
第
１
２
条
、
第
１
３

条
の
２
、
第
１
３
条
の
４
及
び
第
２
５
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第

１
２
条
第
１
項
中
「
及
び
山
林
所
得
金
額
」
と
あ
る
の
は
「
及
び
山
林
所
得

金
額

並
び

に
法

附
則

第
３

５
条

の
４

第
４

項
に

規
定

す
る

先
物

取
引

に
係

る
雑
所
得
等
の
金
額
」
と
、
「
同
条
第
２
項
」
と
あ

る
の
は
「
法
第
３
１
４

条
の
２
第
２
項
」
と
、
同

条
第
２
項
中
「
又
は
山
林

所
得
金
額
」
と
あ
る
の

は
「
若
し
く
は

山
林
所
得
金
額
又
は
法
附
則
第
３
５
条
の
４
第
４
項
に
規
定

す
る
先
物
取
引
に
係
る
雑
所
得
等
の
金
額
」
と
、
第

２
５
条
中
「
及
び
山
林

所
得
金
額
」
と
あ
る
の
は
「
及
び
山
林
所
得
金
額
並
び
に
法
附
則
第
３
５
条

の
４
第
４
項
に
規
定
す
る
先
物
取
引
に
係
る
雑
所
得
等
の
金
額
」
と
す
る
。
 

１
６
 
略
 

（
特
例
適
用
利
子
等
に
係
る
国
民
健
康
保
険
税
の
課
税
の
特
例
）
 

１
７

 
世

帯
主

又
は

そ
の

世
帯

に
属

す
る

国
民

健
康

保
険

の
被

保
険

者
若

し

く
は

特
定

同
一

世
帯

所
属

者
が

外
国

居
住

者
等

の
所

得
に

対
す

る
相

互
主

義
に
よ
る
所
得
税
等
の
非
課
税
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
３
７
年
法
律
第
１

（ 16 ）



改
正
後
 

改
正
前
 

４
４
号
）
第
８
条
第
２
項
に
規
定
す
る
特
例
適
用
利
子
等
、
同
法
第
１
２
条

第
５

項
に

規
定

す
る

特
例

適
用

利
子

等
又

は
同

法
第

１
６

条
第

２
項

に
規

定
す
る
特
例
適
用
利
子
等
に
係
る
利
子

所
得
、
配
当
所
得
、
譲
渡
所
得
、
一

時
所

得
及

び
雑

所
得

を
有

す
る

場
合

に
お

け
る

第
１

２
条

、
第

１
３

条
の

２
、
第
１
３
条
の
４
、
第
２
４
条
の
２

及
び
第
２
５
条
第
１
項
の
規
定
の
適

用
に
つ
い
て
は
、
第
１
２
条
第
１
項
中
「
山
林
所
得
金
額
の
合
計
額
か
ら
同

条
第
２
項
」
と
あ
る
の
は
「
山
林
所
得

金
額
並
び
に
外
国
居
住
者
等
の
所
得

に
対
す
る
相
互
主
義
に
よ
る
所
得
税
等

の
非
課
税
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和

３
７
年
法
律
第
１
４
４
号
）
第
８
条
第
２
項
（
同
法
第
１
２
条
第
５
項
及
び

第
１

６
条

第
２

項
に

お
い

て
準

用
す

る
場

合
を

含
む

。
）

に
規

定
す

る
特

例

適
用
利
子
等
の
額
（
以
下
こ
の
条
及
び
第
２
５
条
第
１
項
に
お
い
て
「
特
例

適
用

利
子

等
の

額
」

と
い

う
。
）

の
合

計
額

か
ら

法
第

３
１

４
条

の
２

第
２

項
」

と
、
「

山
林

所
得

金
額

の
合

計
額

（
」

と
あ

る
の

は
「

山
林

所
得

金
額

並
び
に
特
例
適
用
利
子
等
の
額
の
合
計

額
（
」
と
、
同
条
第
２
項
中
「
又
は

山
林
所
得
金
額
」
と
あ
る
の
は
「
若
し

く
は
山
林
所
得
金
額
又
は
特
例
適
用

利
子
等
の
額
」
と
、
第
２

５
条
第
１
項
中
「
山
林
所

得
金
額
」
と
あ
る
の
は

「
山
林
所
得
金
額
並
び
に
特
例
適
用
利

子
等
の
額
」
と
す
る
。
 

（
特
例
適
用
配
当
等
に
係
る
国
民
健
康
保
険
税
の
課
税
の
特
例
）
 

１
８

 
世

帯
主

又
は

そ
の

世
帯

に
属

す
る

国
民

健
康

保
険

の
被

保
険

者
若

し

く
は

特
定

同
一

世
帯

所
属

者
が

外
国

居
住

者
等

の
所

得
に

対
す

る
相

互
主

義
に

よ
る

所
得

税
等

の
非

課
税

等
に

関
す

る
法

律
第

８
条

第
４

項
に

規
定

す
る
特
例
適
用
配
当
等
、
同
法
第
１
２

条
第
６
項
に
規
定
す
る
特
例
適
用
配

当
等

又
は

同
法

第
１

６
条

第
３

項
に

規
定

す
る

特
例

適
用

配
当

等
に

係
る

利
子
所
得
、
配
当
所
得
及
び
雑
所
得
を

有
す
る
場
合
に
お
け
る
第
１
２
条
、

第
１
３
条
の
２
、
第
１
３
条
の
４
、
第

２
４
条
の
２
及
び
第
２
５
条
第
１
項

４
４
号
）
第
８
条
第
２
項
に
規
定
す
る
特
例
適
用
利
子
等
、
同
法
第
１
２
条

第
５

項
に

規
定

す
る

特
例

適
用

利
子

等
又

は
同

法
第

１
６

条
第

２
項

に
規

定
す
る
特
例
適
用
利
子
等
に
係
る
利
子
所
得
、
配
当
所
得
、
譲
渡
所
得
、
一

時
所

得
及

び
雑

所
得

を
有

す
る

場
合

に
お

け
る

第
１

２
条

、
第

１
３

条
の

２
、
第
１
３
条
の
４
、
第
２
４
条
の
２
及
び
第
２
５
条
の
規
定
の
適
用
に
つ

い
て
は
、
第
１
２
条
第
１
項
中
「
山
林
所
得
金
額
の
合
計
額
か
ら
同
条
第
２

項
」
と
あ
る
の
は
「
山
林
所
得
金
額
並
び
に
外
国
居
住
者
等
の
所
得
に
対
す

る
相
互
主
義
に
よ
る
所
得
税
等
の
非
課
税
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
３
７
年

法
律
第
１
４
４
号
）
第
８
条
第
２
項
（
同
法
第
１
２
条
第
５
項
及
び
第
１
６

条
第
２
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
規
定
す
る
特
例
適
用
利

子
等
の
額
（
以
下
こ
の
条
及
び
第
２
５
条
に
お
い
て
「
特
例
適
用
利
子
等
の

額
」
と
い
う
。
）
の
合
計
額
か
ら
法
第
３
１
４
条
の
２
第
２
項
」
と
、
「
山

林
所
得
金
額
の
合
計
額
（
」
と
あ
る
の
は
「
山
林
所

得
金
額
並
び
に
特
例
適

用
利
子
等
の
額
の
合
計
額
（
」
と
、
同
条
第
２
項
中
「
又
は
山
林
所
得
金
額
」

と
あ
る
の
は
「
若
し
く
は
山
林
所
得
金
額
又
は
特
例
適
用
利
子
等
の
額
」
と
、

第
２
５
条
中
「
山
林
所
得
金
額
」
と
あ
る
の
は
「
山

林
所
得
金
額
並
び
に
特

例
適
用
利
子
等
の
額
」
と
す
る
。
 

（
特
例
適
用
配
当
等
に
係
る
国
民
健
康
保
険
税
の
課
税
の
特
例
）
 

１
８

 
世

帯
主

又
は

そ
の

世
帯

に
属

す
る

国
民

健
康

保
険

の
被

保
険

者
若

し

く
は

特
定

同
一

世
帯

所
属

者
が

外
国

居
住

者
等

の
所

得
に

対
す

る
相

互
主

義
に

よ
る

所
得

税
等

の
非

課
税

等
に

関
す

る
法

律
第

８
条

第
４

項
に

規
定

す
る
特
例
適
用
配
当
等
、
同
法
第
１
２
条
第
６
項
に
規
定
す
る
特
例
適
用
配

当
等

又
は

同
法

第
１

６
条

第
３

項
に

規
定

す
る

特
例

適
用

配
当

等
に

係
る

利
子
所
得
、
配
当
所
得
及
び
雑
所
得
を
有
す
る
場
合
に
お
け
る
第
１
２
条
、

第
１
３
条
の
２
、
第
１
３
条
の
４
、
第
２
４
条
の
２
及
び
第
２
５
条
の
規
定

（ 17 ）



改
正
後
 

改
正
前
 

の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
１
２
条
第
１
項
中
「
山
林
所
得
金
額
の
合

計
額
か
ら
同
条
第
２
項
」
と
あ
る
の
は
「
山
林
所
得
金
額
並
び
に
外
国
居
住

者
等

の
所

得
に

対
す

る
相

互
主

義
に

よ
る

所
得

税
等

の
非

課
税

等
に

関
す

る
法
律
第
８
条
第
４
項
（
同
法
第
１
２

条
第
６
項
及
び
第
１
６
条
第
３
項
に

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
規
定
す
る
特
例
適
用
配
当
等
の
額
（
以

下
こ
の
条
及
び
第
２
５
条
第
１
項
に
お

い
て
「
特
例
適
用
配
当
等
の
額
」
と

い
う
。
）
の

合
計
額
か
ら
法
第
３
１
４
条
の
２
第
２
項
」
と
、「

山
林
所
得
金

額
の
合
計
額
（
」
と
あ
る

の
は
「
山
林
所
得
金
額
並
び
に
特
例
適
用
配
当
等

の
額
の
合
計
額
（
」
と
、
同
条
第
２
項
中
「
又
は
山
林
所
得
金
額
」
と
あ
る

の
は
「
若

し
く
は
山
林
所
得
金
額
又
は
特
例
適
用
配
当
等
の
額
」
と
、
第
２

５
条
第
１
項
中
「
山
林
所
得
金
額
」
と

あ
る
の
は
「

山
林
所
得
金
額
並
び
に

特
例
適
用
配
当
等
の
額
」
と
す
る
。
 

（
条
約
適
用
利
子
等
に
係
る
保
険
税
の
課

税
の
特
例
）
 

１
９

 
世

帯
主

又
は

そ
の

世
帯

に
属

す
る

国
民

健
康

保
険

の
被

保
険

者
若

し

く
は
特
定
同
一
世
帯
所
属
者
が
租
税
条

約
等
の
実
施
に
伴
う
所
得
税
法
、
法

人
税
法
及
び
地
方
税
法
の
特
例
等
に
関

す
る
法
律
（
昭
和
４
４
年
法
律
第
４

６
号

。
以

下
「

租
税

条
約

等
実

施
特

例
法

」
と

い
う

。
）

第
３

条
の

２
の

２

第
１
０
項
に
規
定
す
る
条
約
適
用
利
子

等
に
係
る
利
子
所
得
、
配
当
所
得
、

譲
渡
所
得
、
一
時
所
得
及
び
雑
所
得
を

有
す
る
場
合
に
お
け
る
第
１
２
条
、

第
１
３
条
の
２
、
第
１
３
条
の
４
及
び

第
２
５
条
第
１
項
の
規
定
の
適
用
に

つ
い
て
は
、
第
１
２
条
第
１
項
中
「
及

び
山
林
所
得
金
額
の
合
計
額
か
ら
同

条
第
２
項
」
と
あ
る
の
は
「
及
び
山
林

所
得
金
額
並
び
に
租
税
条
約
等
の
実

施
に
伴
う
所
得
税
法
、
法
人
税
法
及
び

地
方
税
法
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律

（
昭
和
４
４
年
法
律
第
４
６
号
。
以
下
「
租
税
条
約

等
実
施
特
例
法
」
と
い

う
。
）

第
３

条
の

２
の

２
第

１
０

項
に

規
定

す
る

条
約

適
用

利
子

等
の

額
の

の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
１
２
条
第
１
項
中
「
山
林
所
得
金
額
の
合
計
額
か

ら
同
条
第
２
項
」
と
あ
る
の
は
「
山
林
所
得
金
額
並
び
に
外
国
居
住
者
等
の

所
得

に
対

す
る

相
互

主
義

に
よ

る
所

得
税

等
の

非
課

税
等

に
関

す
る

法
律

第
８
条
第
４
項
（
同
法
第
１
２
条
第
６
項
及
び
第
１
６
条
第
３
項
に
お
い
て

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
規
定
す
る
特
例
適
用
配
当
等
の
額
（
以
下
こ

の
条
及
び
第
２
５
条
に
お
い
て
「
特
例
適
用
配
当
等

の
額
」
と
い
う
。
）
の

合
計
額
か
ら
法
第
３
１
４
条
の
２
第
２
項
」
と
、
「

山
林
所
得
金
額
の
合
計

額
（
」
と
あ
る

の
は
「
山

林
所
得
金
額
並
び
に
特
例
適
用
配
当
等
の
額
の
合

計
額
（
」
と
、
同
条
第
２
項
中
「
又
は
山
林
所
得
金
額
」
と
あ
る
の
は
「
若

し
く
は
山
林
所
得
金
額
又
は
特
例
適
用
配
当
等
の
額
」
と
、
第
２
５
条
中
「
山

林
所
得
金
額
」
と
あ
る
の
は
「
山
林
所
得
金
額
並
び
に
特
例
適
用
配
当
等
の

額
」
と
す
る
。
 

（
条
約
適
用
利
子
等
に
係
る
保
険
税
の
課
税
の
特
例
）
 

１
９

 
世

帯
主

又
は

そ
の

世
帯

に
属

す
る

国
民

健
康

保
険

の
被

保
険

者
若

し

く
は
特
定
同
一
世
帯
所
属
者
が
租
税
条
約
等
の
実
施
に
伴
う
所
得
税
法
、
法

人
税
法
及
び
地
方
税
法
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
４
４
年
法
律
第
４

６
号
。
以
下
「
租
税
条
約
等
実
施
特
例
法
」
と
い
う
。
）
第
３
条
の
２
の
２

第
１
０
項
に
規
定
す
る
条
約
適
用
利
子
等
に
係
る
利
子
所
得
、
配
当
所
得
、

譲
渡
所
得
、
一
時
所
得
及
び
雑
所
得
を
有
す
る
場
合
に
お
け
る
第
１
２
条
、

第
１
３
条
の
２
、
第
１
３
条
の
４
及
び
第
２
５
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て

は
、
第
１
２
条
第
１
項
中
「
及
び
山
林
所
得
金
額
の
合
計
額
か
ら
同
条
第
２

項
」
と
あ
る
の
は
「
及
び
山
林
所
得
金
額
並
び
に
租
税
条
約
等
の
実
施
に
伴

う
所
得
税
法
、
法
人
税
法
及
び
地
方
税
法
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和

４
４
年
法
律
第
４
６
号
。
以
下
「
租
税
条
約
等
実
施
特
例
法
」
と
い
う
。
）

第
３

条
の

２
の

２
第

１
０

項
に

規
定

す
る

条
約

適
用

利
子

等
の

額
の

合
計

（ 18 ）



改
正
後
 

改
正
前
 

合
計

額
か

ら
法

第
３

１
４

条
の

２
第

２
項

」
と

、
「

及
び

山
林

所
得

金
額

の

合
計
額
（

」
と
あ
る
の
は
「
及
び
山
林

所
得
金
額
並
び
に
租
税
条
約
等
実
施

特
例

法
第

３
条

の
２

の
２

第
１

０
項

に
規

定
す

る
条

約
適

用
利

子
等

の
額

の
合
計
額
（
」
と
、
同
条

第
２
項
中
「

又
は
山
林
所
得
金
額
」
と
あ
る
の
は

「
若

し
く

は
山

林
所

得
金

額
又

は
租

税
条

約
等

実
施

特
例

法
第

３
条

の
２

の
２
第
１
０
項
に
規
定
す
る
条
約
適
用

利
子
等
の
額
」
と
、
第
２
５
条
第
１

項
中
「
及

び
山
林
所
得
金
額
」
と
あ
る
の
は
「
及
び

山
林
所
得
金
額
並
び
に

租
税

条
約

等
実

施
特

例
法

第
３

条
の

２
の

２
第

１
０

項
に

規
定

す
る

条
約

適
用
利
子
等
の
額
」
と
す
る
。
 

（
条
約
適
用
配
当
等
に
係
る
保
険
税
の
課

税
の
特
例
）
 

２
０

 
世

帯
主

又
は

そ
の

世
帯

に
属

す
る

国
民

健
康

保
険

の
被

保
険

者
若

し

く
は

特
定

同
一

世
帯

所
属

者
が

租
税

条
約

等
実

施
特

例
法

第
３

条
の

２
の

２
第
１
２
項
に
規
定
す
る
条
約
適
用
配

当
等
に
係
る
利
子
所
得
、
配
当
所
得

及
び
雑
所
得
を
有
す
る
場
合
に
お
け
る

第
１
２
条
、
第
１
３
条
の
２
、
第
１

３
条
の
４
及
び
第
２
５
条
第
１
項
の
規

定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
１
２
条

第
１
項
中
「
及
び
山
林
所
得
金
額
の
合
計
額
か
ら
同
条
第
２
項
」
と
あ
る
の

は
「
及
び
山
林
所
得
金
額
並
び
に
租
税

条
約
等
の
実
施
に
伴
う
所
得
税
法
、

法
人
税
法
及
び
地
方
税
法
の
特
例
等
に

関
す
る
法
律
（
昭
和
４
４
年
法
律
第

４
６

号
。

以
下

「
租

税
条

約
等

実
施

特
例

法
」

と
い

う
。
）

第
３

条
の

２
の

２
第

１
２

項
に

規
定

す
る

条
約

適
用

配
当

等
の

額
の

合
計

額
か

ら
法

第
３

１
４

条
の

２
第

２
項

」
と

、
「

及
び

山
林

所
得

金
額

の
合

計
額

（
」

と
あ

る

の
は
「
及
び
山
林
所
得
金
額
並
び
に
租
税
条
約
等
実
施
特
例
法
第
３
条
の
２

の
２
第
１
２
項
に
規
定
す
る
条
約
適
用

配
当
等
の
額
の
合
計
額
（
」
と
、
同

条
第
２
項
中
「
又
は
山
林
所
得
金
額
」
と
あ
る
の
は
「
若
し
く
は
山
林
所
得

金
額

又
は

租
税

条
約

等
実

施
特

例
法

第
３

条
の

２
の

２
第

１
２

項
に

規
定

額
か
ら
法
第
３
１
４
条
の
２
第
２
項
」
と
、
「
及
び

山
林
所
得
金
額
の
合
計

額
（
」
と
あ
る

の
は
「
及

び
山
林
所
得
金
額
並
び
に
租
税
条
約
等
実
施
特
例

法
第

３
条

の
２

の
２

第
１

０
項

に
規

定
す

る
条

約
適

用
利

子
等

の
額

の
合

計
額
（
」
と
、
同
条
第
２
項
中
「
又
は
山
林
所
得
金
額
」
と
あ
る
の
は
「
若

し
く

は
山

林
所

得
金

額
又

は
租

税
条

約
等

実
施

特
例

法
第

３
条

の
２

の
２

第
１
０
項
に
規
定
す
る
条
約
適
用
利
子
等
の
額
」
と
、
第
２
５
条
中
「
及
び

山
林
所
得
金
額
」
と
あ
る
の
は
「
及
び
山
林
所
得
金
額
並
び
に
租
税
条
約
等

実
施

特
例

法
第

３
条

の
２

の
２

第
１

０
項

に
規

定
す

る
条

約
適

用
利

子
等

の
額
」
と
す
る
。
 

（
条
約
適
用
配
当
等
に
係
る
保
険
税
の
課
税
の
特
例
）
 

２
０

 
世

帯
主

又
は

そ
の

世
帯

に
属

す
る

国
民

健
康

保
険

の
被

保
険

者
若

し

く
は

特
定

同
一

世
帯

所
属

者
が

租
税

条
約

等
実

施
特

例
法

第
３

条
の

２
の

２
第
１
２
項
に
規
定
す
る
条
約
適
用
配
当
等
に
係
る
利
子
所
得
、
配
当
所
得

及
び
雑
所
得
を
有
す
る
場
合
に
お
け
る
第
１
２
条
、
第
１
３
条
の
２
、
第
１

３
条
の
４
及
び
第
２
５
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
１
２
条
第
１
項

中
「
及
び
山
林
所
得
金
額
の
合
計
額
か
ら
同
条
第
２
項
」
と
あ
る
の
は
「
及

び
山
林
所
得
金
額
並
び
に
租
税
条
約
等
の
実
施
に
伴
う
所
得
税
法
、
法
人
税

法
及

び
地

方
税

法
の

特
例

等
に

関
す

る
法

律
（

昭
和

４
４

年
法

律
第

４
６

号
。
以
下
「
租
税
条
約
等
実
施
特
例
法
」
と
い
う
。
）
第
３
条
の
２
の
２
第

１
２

項
に

規
定

す
る

条
約

適
用

配
当

等
の

額
の

合
計

額
か

ら
法

第
３

１
４

条
の
２
第
２
項
」
と
、
「

及
び
山
林
所
得
金
額
の
合
計
額
（
」
と
あ
る
の
は

「
及

び
山

林
所

得
金

額
並

び
に

租
税

条
約

等
実

施
特

例
法

第
３

条
の

２
の

２
第
１
２
項
に
規
定
す
る
条
約
適
用
配
当
等
の
額
の
合
計
額
（
」
と
、
同
条

第
２
項
中
「
又
は
山
林
所
得
金
額
」
と
あ
る
の
は
「

若
し
く
は
山
林
所
得
金

額
又

は
租

税
条

約
等

実
施

特
例

法
第

３
条

の
２

の
２

第
１

２
項

に
規

定
す

（ 19 ）



改
正
後
 

改
正
前
 

す
る
条
約
適
用
配
当
等
の
額
」
と
、
第

２
５
条
第
１

項
中
「
及
び
山
林
所
得

金
額
」
と
あ
る
の
は
「
及
び
山
林
所
得

金
額
並
び
に
租
税
条
約
等
実
施
特
例

法
第
３
条
の
２
の
２
第
１
２
項
に
規
定

す
る
条
約
適
用
配
当
等
の
額
」
と
す

る
。
 

２
１
～
２
７
 
略
 

る
条
約
適
用
配
当
等
の
額
」
と
、
第
２
５
条
中
「
及

び
山
林
所
得
金
額
」
と

あ
る
の
は
「
及

び
山
林
所
得
金
額
並
び
に
租
税
条
約
等
実
施
特
例
法
第
３
条

の
２
の
２
第
１
２
項
に
規
定
す
る
条
約
適
用
配
当
等
の
額
」
と
す
る
。
 

２
１
～
２
７
 
略
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大村市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に

関する基準を定める条例の改正概要（第９６号議案関係）  

１  改正の理由

特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業並びに特定子ども・

子育て支援施設等の運営に関する基準（平成２６年内閣府令第３

９号）の改正に伴い、特定教育・保育施設等における諸記録につ

いて電磁的記録による作成等を認めるため、以下のとおり改正す

るものである。  

２  改正の内容

(1) 電磁的記録等に関すること（第５３条関係）

子ども・子育て支援新制度において、保育所等の事業者等が

作成、保存等を行うもの及び保育所等と保護者との間の手続等

に関係するもので、書面等によることが規定されているものに

ついて、電磁的方法による対応も可能である旨の包括的な規定

を追加する。  

・ 事業者等の業務負担軽減を図る観点から、当該事業者等に

おける書面等の作成、保存等について、電磁的方法による対

応も可能である旨を規定  

・ 保護者の利便性向上や事業者等の業務負担軽減を図る観点

から、利用者等への説明、同意等について、電磁的方法によ

ることができる旨を規定  

(2) その他所要の条文整理

３  施行日

公布の日
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大
村
市
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

（
新
旧
対
照
表
）
 

改
正
後
 

改
正
前
 

目
次
 

目
次
 

第
１
章
～
第
３
章
 
略
 

第
１
章
～
第
３
章
 
略
 

第
４
章
 
雑
則
（
第
５
３
条
・
第
５
４
条
）
 

第
４
章
 
雑
則
（
第
５
３
条
）

 

附
則
 

附
則
 

（
内
容
及
び
手
続
の
説
明
及
び
同
意
）
 

（
内
容
及
び
手
続
の
説
明
及
び
同
意
）
 

第
５
条
 
略
 

第
５
条
 
略
 

２
 
特
定
教
育
・
保
育
施

設
は
、
利
用
申
込
者
か
ら
の
申
出
が
あ
っ
た
場
合
に

は
、
前
項
の

規
定
に
よ
る
文
書
の
交
付
に
代
え
て
、
第
５
項
で
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
り
、
当
該
利
用
申
込
者
の
承
諾
を
得
て
、
当
該
文
書
に
記
す
べ
き
重

要
事

項
を

電
子

情
報

処
理

組
織

を
使

用
す

る
方

法
そ

の
他

の
情

報
通

信
の

技
術
を
利
用
す
る
方
法
で
あ
っ
て
次
に
掲
げ
る
も
の
（
以
下
こ
の
条
に
お
い

て
「
電
磁
的
方
法
」
と
い
う
。
）
に
よ
り
提
供
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
こ
の

場
合
に
お
い
て
、
当
該
特
定
教
育
・
保
育
施
設
は
、
当
該
文
書
を
交
付
し
た

も
の
と
み
な
す
。

 

(
1
)

電
子

情
報

処
理

組
織

を
使

用
す

る
方

法
の

う
ち

ア
又

は
イ

に
掲

げ
る

も
の

ア
特
定
教
育
・
保
育
施
設
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
と
利
用
申
込
者

の
使

用
に

係
る

電
子

計
算

機
と

を
接

続
す

る
電

気
通

信
回

線
を

通
じ

て
送
信
し
、
受
信
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ

イ
ル
に
記
録
す
る
方
法

イ
特
定
教
育
・
保
育
施
設
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た

フ
ァ

イ
ル

に
記

録
さ

れ
た

前
項

に
規

定
す

る
重

要
事

項
を

電
気

通
信

回
線
を
通
じ
て
利
用
申
込
者
の
閲
覧
に
供
し
、
当
該
利
用
申
込
者
の
使

用
に

係
る

電
子

計
算

機
に

備
え

ら
れ

た
フ

ァ
イ

ル
に

当
該

重
要

事
項

（ 22 ）



改
正
後
 

改
正
前
 を
記
録
す
る
方
法
（
電
磁
的
方
法
に
よ
る
提
供
を
受
け
る
旨
の
承
諾
又

は
受
け
な
い
旨
の
申
出
を
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
特
定
教
育
・
保
育

施
設

の
使

用
に

係
る

電
子

計
算

機
に

備
え

ら
れ

た
フ

ァ
イ

ル
に

そ
の

旨
を
記
録
す
る
方
法
）
 

(
2
)
磁
気
デ
ィ
ス
ク
、
シ
ー
・
デ
ィ
ー
・
ロ
ム
そ
の
他
こ
れ
ら
に
準
ず
る
方

法
に

よ
り

一
定

の
事

項
を

確
実

に
記

録
し

て
お

く
こ

と
が

で
き

る
物

を

も
っ

て
調

製
す

る
フ

ァ
イ

ル
に

前
項

に
規

定
す

る
重

要
事

項
を

記
録

し

た
も
の
を
交
付
す
る
方
法

３
 
前
項
に
掲
げ
る
方
法
は
、
利
用
申
込
者
が
フ
ァ

イ
ル
へ
の
記
録
を
出
力
す

る
こ

と
に

よ
る

文
書

を
作

成
す

る
こ

と
が

で
き

る
も

の
で

な
け

れ
ば

な
ら

な
い
。
 

４
 
第
２
項
第
１
号
の
「
電
子
情
報
処
理
組
織
」
と
は
、
特
定
教
育
・
保
育
施

設
の

使
用

に
係

る
電

子
計

算
機

と
利

用
申

込
者

の
使

用
に

係
る

電
子

計
算

機
と
を
電
気
通
信
回
線
で
接
続
し
た
電
子
情
報
処
理
組
織
を
い
う
。

 

５
 
特
定
教
育
・
保
育
施

設
は
、
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
第
１
項
に
規
定
す
る

重
要
事
項
を
提
供
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
当
該
利
用
申
込

者
に
対
し
、
そ
の
用
い
る

次
に
掲
げ
る
電
磁
的
方
法
の
種
類
及
び
内
容
を
示

し
、
文
書
又
は
電
磁
的
方
法
に
よ
る
承
諾
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(
1
)
第
２
項
各
号
に
規
定
す
る
方
法
の
う
ち
特
定
教
育
・
保
育
施
設
が
使
用

す
る
も
の

(
2
)
フ
ァ
イ
ル
へ
の
記
録
の
方
式

６
 
前
項
の
規
定
に
よ
る
承
諾
を
得
た
特
定
教
育
・
保
育
施
設
は
、
当
該
利
用

申
込

者
か

ら
文

書
又

は
電

磁
的

方
法

に
よ

り
電

磁
的

方
法

に
よ

る
提

供
を

受
け
な
い
旨
の
申
出
が
あ
っ
た
と
き
は
、
当
該
利
用
申
込
者
に
対
し
、
第
１

項
に

規
定

す
る

重
要

事
項

の
提

供
を

電
磁

的
方

法
に

よ
っ

て
し

て
は

な
ら

な
い
。
た
だ

し
、
当
該
利
用
申
込
者
が
再
び
前
項
の
規
定
に
よ
る
承
諾
を
し

た
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。
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改
正
後
 

改
正
前
 

（
内
容
及
び
手
続
の
説
明
及
び
同
意
）
 

（
内
容
及
び
手
続
の
説
明
及
び
同
意
）
 

第
３
８
条
 
略
 

第
３
８
条
 
略
 

２
 
第
５
条
第
２
項
か
ら
第
６
項
ま
で
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
文
書

の
交
付
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

 

（
特
定
教
育
・
保
育
施
設
等
と
の
連
携
）
 

（
特
定
教
育
・
保
育
施
設
等
と
の
連
携
）
 

第
４
２
条
 
特
定
地
域
型

保
育
事
業
者
（
居
宅
訪
問

型
保
育
事
業
を
行
う
者
を

除
く
。
以
下
こ
の
項
か
ら

第
５
項
ま
で
に
お
い
て
同

じ
。
）
は
、
特
定
地
域

型
保
育
が
適
正
か
つ
確
実

に
実
施
さ
れ
、
及
び
必
要

な
教
育
・
保
育
が
継
続

的
に
提
供
さ
れ
る
よ
う
、

次
に
掲
げ
る
事
項
に
係
る

連
携
協
力
を
行
う
認
定

こ
ど
も
園
、
幼
稚
園
又
は

保
育
所
（
以
下
「
連
携
施

設
」
と
い
う
。
）
を
適

切
に
確
保
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
た
だ
し
、
連
携

施
設
の
確
保
が
著
し
く

困
難
で
あ
る
と
市
が
認
め

る
地
域
に
お
い
て
特
定
地

域
型
保
育
事
業
を
行
う

特
定
地
域
型
保
育
事
業
者
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。
 

第
４
２
条
 
特
定
地
域
型
保
育
事
業
者
（
居
宅
訪
問

型
保
育
事
業
を
行
う
者
を

除
く
。
以
下
こ
の
項
か
ら
第
５
項
ま
で
に
お
い
て
同
じ
。
）
は
、
特
定
地
域

型
保
育
が
適
正
か
つ
確
実
に
実
施
さ
れ
、
及
び
必
要
な
教
育
・
保
育
が
継
続

的
に
提
供
さ
れ
る
よ
う
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
係
る
連
携
協
力
を
行
う
認
定

こ
ど
も
園
、
幼
稚
園
又
は
保
育
所
（
以
下
「
連
携
施

設
」
と
い
う
。
）
を
適

切
に
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
連
携
施
設
の
確
保
が
著
し
く

困
難

で
あ

る
と

市
が

認
め

る
地

域
に

お
い

て
特

定
地

域
型

保
育

事
業

を
行

う
特
定
地
域
型
保
育
事
業
者
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。
 

(
1
)
・
(
2
)
 
略

(
1
)
・
(
2
)
 
略

(
3
)

当
該
特
定
地
域
型
保
育
事
業
者
に
よ
り
特
定
地
域
型
保
育
の
提
供
を
受

け
て
い
た

満
３

歳
未
満

保
育
認
定
子

ど
も

（
事
業

所
内
保
育
事

業
を

利
用

す
る
満
３

歳
未

満
保
育

認
定
子
ど
も

に
あ

っ
て
は

、
第
３
７
条

第
２

項
に

規
定
す
る

そ
の

他
の
小

学
校
就
学
前

子
ど

も
に
限

る
。
以
下
こ

の
号

及
び

第
４
項
第

１
号

に
お
い

て
同
じ
。
）

を
、

当
該
特

定
地
域
型
保

育
の

提
供

の
終
了
に

際
し

て
、
当

該
満
３
歳
未

満
保

育
認
定

子
ど
も
に
係

る
教

育
・

保
育
給
付

認
定

保
護
者

の
希
望
に
基

づ
き

、
引
き

続
き
当
該
連

携
施

設
に

お
い
て
受
け
入
れ
て
教
育
・
保
育
を
提
供
す
る
こ
と
。

(
3
)

当
該

特
定

地
域

型
保

育
事

業
者

に
よ

り
特

定
地

域
型

保
育

の
提

供
を

受
け
て
い
た
満
３
歳
未
満
保
育
認
定
子
ど
も
（
事
業
所
内
保
育
事
業
を
利

用
す
る
満
３
歳
未
満
保
育
認
定
子
ど
も
に
あ
っ
て
は
、
第
３
７
条
第
２
項

に
規
定
す
る
そ
の
他
の
小
学
校
就
学
前
子
ど
も
に
限
る
。
以
下
こ
の
号
に

お
い
て
同
じ
。
）
を
、
当
該
特
定
地
域
型
保
育
の
提
供
の
終
了
に
際
し
て
、

当
該
満
３
歳
未
満
保
育
認
定
子
ど
も
に
係
る
教
育
・
保
育
給
付
認
定
保
護

者
の
希
望
に
基
づ
き
、
引
き
続
き
当
該
連
携
施
設
に
お
い
て
受
け
入
れ
て

教
育
・
保
育
を
提
供
す
る
こ
と
。

２
～
９
 
略
 

２
～
９
 
略
 

（
電
磁
的
記
録
等
）
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改
正
後
 

改
正
前
 

第
５
３
条

 
特
定

教
育
・

保
育
施
設

等
は
、

記
録
、

作
成
、
保

存
そ
の

他
こ
れ

ら
に
類
す

る
も
の

の
う

ち
、
こ
の
条

例
の
規

定
に

お
い
て
書
面

等
（
書

面
、

書
類
、
文

書
、
謄

本
、

抄
本
、
正
本

、
副
本

、
複

本
そ
の
他
文

字
、
図

形
等

人
の
知
覚

に
よ
っ

て
認

識
す
る
こ
と

が
で
き

る
情

報
が
記
載
さ

れ
た
紙

そ
の

他
の
有
体

物
を
い

う
。

以
下
こ
の
条

に
お
い

て
同

じ
。
）
に
よ

り
行
う

こ
と

が
規
定
さ

れ
て
い

る
も

の
に
つ
い
て

は
、
当

該
書

面
等
に
代
え

て
、
当

該
書

面
等
に
係

る
電
磁

的
記

録
（
電
子
的

方
式
、

磁
気

的
方
式
そ
の

他
人
の

知
覚

に
よ

っ
て

は
認

識
す

る
こ

と
が

で
き

な
い

方
式

で
作

ら
れ

る
記

録
で

あ
っ

て
、
電
子

計
算
機

に
よ

る
情
報
処
理

の
用
に

供
さ

れ
る
も
の
を

い
う
。

以
下

こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
よ
り
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

２
 
特
定

教
育
・

保
育
施

設
等
は
、

こ
の
条

例
の
規

定
に
よ
る

書
面
等

の
交
付

又
は
提
出

に
つ
い

て
は

、
当
該
書
面

等
が
電

磁
的

記
録
に
よ
り

作
成
さ

れ
て

い
る
場
合

に
は
、

当
該

書
面
等
の
交

付
又
は

提
出

に
代
え
て
、

第
４
項

で
定

め
る
と
こ

ろ
に
よ

り
、

教
育
・
保
育

給
付
認

定
保

護
者
の
承
諾

を
得
て

、
当

該
書
面
等

に
記
載

す
べ

き
事
項
（
以

下
こ
の

条
に

お
い
て
「
記

載
事
項

」
と

い
う
。
）

を
電
子

情
報

処
理
組
織
（

特
定
教

育
・

保
育
施
設
等

の
使
用

に
係

る
電
子
計

算
機
と

、
教

育
・
保
育
給

付
認
定

保
護

者
の
使
用
に

係
る
電

子
計

算
機
と
を

電
気
通

信
回

線
で
接
続
し

た
電
子

情
報

処
理
組
織
を

い
う
。

以
下

こ
の
条
に

お
い
て

同
じ

。
）
を
使
用

す
る
方

法
そ

の
他
の
情
報

通
信
の

技
術

を
利
用
す
る
方
法
で
あ
っ
て
次
に
掲
げ
る
も
の
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
電

磁
的
方
法

」
と
い

う
。

）
に
よ
り
提

供
す
る

こ
と

が
で
き
る
。

こ
の
場

合
に

お
い
て
、

当
該
特

定
教

育
・
保
育
施

設
等
は

、
当

該
書
面
等
を

交
付
し

、
又

は
提
出
し
た
も
の
と
み
な
す
。

(
1
)

電
子

情
報

処
理

組
織

を
使

用
す

る
方

法
の

う
ち

ア
又

は
イ

に
掲

げ
る

も
の

ア
特

定
教
育

・
保

育
施
設
等
の

使
用
に

係
る

電
子
計
算
機

と
教
育

・
保

育
給
付
認
定
保
護
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
と
を
接
続
す
る
電
気
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改
正
後
 

改
正
前
 

通
信
回
線

を
通
じ

て
送
信
し

、
受
信

者
の
使

用
に
係
る

電
子
計

算
機
に

備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
に
記
録
す
る
方
法

イ
特
定

教
育

・
保
育

施
設
等
の
使

用
に

係
る
電

子
計
算
機
に

備
え

ら
れ

た
フ
ァ

イ
ル
に

記
録
さ

れ
た
記
載

事
項
を

電
気
通

信
回
線
を

通
じ
て
教

育
・
保

育
給
付

認
定
保

護
者
の
閲

覧
に
供

し
、
教

育
・
保
育

給
付
認
定

保
護
者

の
使
用

に
係
る

電
子
計
算

機
に
備

え
ら
れ

た
当
該
教

育
・
保
育

給
付

認
定

保
護

者
の

フ
ァ

イ
ル

に
当

該
記

載
事

項
を

記
録

す
る

方
法

（
電
磁

的
方
法

に
よ
る

提
供
を
受

け
る
旨

の
承
諾

又
は
受
け

な
い
旨
の

申
出
を

す
る
場

合
に
あ

っ
て
は
、

特
定
教

育
・
保

育
施
設
等

の
使
用
に

係
る
電

子
計
算

機
に
備

え
ら
れ
た

フ
ァ
イ

ル
に
そ

の
旨
を
記

録
す
る
方

法
）

(
2
)

磁
気
デ
ィ
ス
ク
、
シ
ー
・
デ
ィ
ー
・
ロ
ム
そ
の
他
こ
れ
ら
に
準
ず
る
方

法
に
よ
り

一
定

の
事
項

を
確
実
に
記

録
し

て
お
く

こ
と
が
で
き

る
物

を
も

っ
て
調
製

す
る

フ
ァ
イ

ル
に
記
載
事

項
を

記
録
し

た
も
の
を
交

付
す

る
方

法

３
 
前
項

各
号
に

掲
げ
る

方
法
は
、

教
育
・

保
育
給

付
認
定
保

護
者
が

フ
ァ
イ

ル
へ
の
記

録
を
出

力
す

る
こ
と
に
よ

る
文
書

を
作

成
す
る
こ
と

が
で
き

る
も

の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
 
特
定

教
育
・

保
育
施

設
等
は
、

第
２
項

の
規
定

に
よ
り
記

載
事
項

を
提
供

し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
当
該
記
載
事
項
を
提
供
す
る
教
育
・

保
育
給
付

認
定
保

護
者

に
対
し
、
そ

の
用
い

る
次

に
掲
げ
る
電

磁
的
方

法
の

種
類
及
び

内
容
を

示
し

、
文
書
又
は

電
磁
的

方
法

に
よ
る
承
諾

を
得
な

け
れ

ば
な
ら
な
い
。

(
1
)

第
２
項
各
号
に
規
定
す
る
方
法
の
う
ち
特
定
教
育
・
保
育
施
設
等
が
使

用
す
る
も
の

(
2
)
フ
ァ
イ
ル
へ
の
記
録
の
方
式

５
 
前
項
の
規
定
に
よ
る
承
諾
を
得
た
特
定
教
育
・
保
育
施
設
等
は
、
当
該
教
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改
正
後
 

改
正
前
 

育
・
保
育

給
付
認

定
保

護
者
か
ら
文

書
又
は

電
磁

的
方
法
に
よ

り
、
電

磁
的

方
法
に
よ

る
提
供

を
受

け
な
い
旨
の

申
出
が

あ
っ

た
と
き
は
、

当
該
教

育
・

保
育
給
付

認
定
保

護
者

に
対
し
、
記

載
事
項

の
提

供
を
電
磁
的

方
法
に

よ
っ

て
し
て
は

な
ら
な

い
。

た
だ
し
、
当

該
教
育

・
保

育
給
付
認
定

保
護
者

が
再

び
同
項
の
規
定
に
よ
る
承
諾
を
し
た
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

６
 
第
２

項
か
ら

前
項
ま

で
の
規
定

は
、
こ

の
条
例

の
規
定
に

よ
る
書

面
等
に

よ
る
同
意

の
取
得

に
つ

い
て
準
用
す

る
。
こ

の
場

合
に
お
い
て

、
第
２

項
中

「
の
交
付

又
は
提

出
」

と
あ
り
、
及

び
「
に

記
載

す
べ
き
事
項

（
以
下

こ
の

条
に
お
い

て
「
記

載
事

項
」
と
い
う

。
）
」

と
あ

る
の
は
「
に

よ
る
同

意
」

と
、
「
第
４
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
６

項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
４
項
」
と
、

「
提
供
す
る
」
と
あ
る
の
は
「
得
る
」
と
、
「
を
交

付
し
、
又
は
提
出
し
た
」

と
あ
る
の
は
「
に
よ
る
同
意
を
得
た
」
と
、
同
項
第
１
号
イ
中
「
記
載
事
項
」

と
あ
る
の

は
「
同

意
に

関
す
る
事
項

」
と
、

「
提

供
を
受
け
る

」
と
あ

る
の

は
「
同
意

を
行
う

」
と

、
「
受
け
な

い
」
と

あ
る

の
は
「
行
わ

な
い
」

と
、

同
項
第
２

号
中
「

記
載

事
項
」
と
あ

る
の
は

「
同

意
に
関
す
る

事
項
」

と
、

「
交
付
す

る
」
と

あ
る

の
は
「
得
る

」
と
、

第
３

項
中
「
前
項

各
号
」

と
あ

る
の
は
「

第
６
項

に
お

い
て
準
用
す

る
前
項

各
号

」
と
、
第
４

項
中
「

第
２

項
の
」
と

あ
る
の

は
「

第
６
項
に
お

い
て
準

用
す

る
第
２
項
の

」
と
、

「
記

載
事
項
を

提
供
し

よ
う

」
と
あ
る
の

は
「
同

意
を

得
よ
う
」
と

、
「
記

載
事

項
を
提
供

す
る
」

と
あ

る
の
は
「
同

意
を
得

よ
う

と
す
る
」
と

、
同
項

第
１

号
中
「
第

２
項
各

号
」

と
あ
る
の
は

「
第
６

項
に

お
い
て
準
用

す
る
第

２
項

各
号
」
と

、
前
項

中
「

前
項
」
と
あ

る
の
は

「
第

６
項
に
お
い

て
準
用

す
る

前
項
」
と
、
「
提
供
を
受

け
な
い
」
と
あ
る
の
は
「

同
意
を
行
わ
な
い
」
と
、

「
記
載
事

項
の
提

供
」

と
あ
る
の
は

「
こ
の

条
例

の
規
定
に
よ

る
書
面

等
に

よ
る
同
意
の
取
得
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
委
任
）

第
５
４
条
 
略

（
委
任
）

第
５
３
条
 
略
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大
村
市
工
場
設
置
奨
励
条
例
（
新
旧
対
照
表
）

改
正
後

改
正
前

附
 
則
 

１
 
略
 

２
 
こ
の
条
例
は
、
令
和
９
年
３
月
３
１

日
限
り
、
そ
の
効
力
を
失
う
。
た
だ

し
、
こ
の
条
例
の
失
効
前
に
第
４
条
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
受
け
た
者
に
つ

い
て
は
、
な
お
、
そ
の
効
力
を
有
す
る
。
 

３
・
４
 
略
 

附
 
則
 

１
 
略
 

２
 
こ
の
条
例
は
、
平
成
３
４
年
３
月
３
１
日
限
り
、
そ
の
効
力
を
失
う
。
た

だ
し
、
こ
の
条
例
の
失
効
前
に
第
４
条
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
受
け
た
者
に

つ
い
て
は
、
な
お
、
そ
の
効
力
を
有
す
る
。
 

３
・
４
 
略
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大
村
市
裏
見
の
滝
自
然
花
苑
条
例
（
新
旧
対
照
表
）
 

改
正
後
 

改
正
前
 

（
入
場
料
）
 

第
３
条
 
３
月
か
ら
５
月
ま
で
の
期
間
（
当
該
期
間
に
お
い
て
、
毎
年
市
長
が

定
め
て
告
示
す
る
期
間
に
限
る
。
）
に
自
然
花
苑
に
入
場
し
よ
う
と
す
る
者

（
小
学
校
就
学
前
の
者
を
除
く
。
）
は
、
入
場
料
を
入
場
の
際
に
納
入
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

２
 
略
 

（
入
場
料
）
 

第
３
条
 
４
月
か
ら
５
月
ま
で
の
期
間
（
当
該
期
間
に
お
い
て
、
毎
年
市
長
が

定
め
て
告
示
す
る
期
間
に
限
る
。
）
に
自
然
花
苑
に
入
場
し
よ
う
と
す
る
者

（
小
学
校
就
学
前
の
者
を
除
く
。
）
は
、
入
場
料
を

入
場
の
際
に
納
入
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

２
 
略
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工事施行に関する基本協定の変更について（第９９号議案関係） 

 

１ 工  事  名  大村線松原・竹松駅間車両基地（仮称）新駅設置工事 

２ 協定の相手方  福岡市博多区博多駅前三丁目２５番２１号 

          九州旅客鉄道株式会社 

          代表取締役社長 青柳 俊彦 

３ 主な変更理由  (1) 乗降場上家新設等の工事について、現地の造成工事が完了

したことなど当初の想定よりも施工環境が良好だったことに

より、費用を減額する。 

          (2) 乗降場新設工事における支障物撤去等、ホーム新設工事に

伴う軌道の改修区域の延長及び踏切軌道内における土留擁壁

の設置の必要が生じたことにより、費用を増額する。 

          (3) 新幹線の開業時期が明確になったため、竣工期限を延長す

る。 

４ 経    過   

 協定金額 変更金額 工期 

当初 

（令和元年7月2日議決） 
184,095,000円 － 

令和元年7月2日から 

令和4年3月31日まで 

今回変更協定 156,272,000円 △27,823,000円 
令和元年7月2日から 

令和5年3月31日まで 
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工事施行に関する基本協定の変更について（第１００号議案関係） 

 

１ 工  事  名  大村線竹松・諏訪駅間新大村（仮称）新駅他新設工事 

２ 協定の相手方  福岡市博多区博多駅前三丁目２５番２１号 

          九州旅客鉄道株式会社 

          代表取締役社長 青柳 俊彦 

３ 主な変更理由  (1) 工事桁架設撤去等の工事について、現地において区画整理

事業に伴う移転により建物等がなくなったことなど当初の想

定よりも施工環境が良好だったこと及び自由通路について相

手方の施工範囲が縮小されたことにより、費用を減額する。 

(2) 軌道工事について、現地調査の結果、既存のレールの分割

及び交換の必要が生じたことにより、費用を増額する。 

          (3) 新幹線の開業時期が明確になったため、竣工期限を延長す

る。 

４ 経    過   

 協定金額 変更金額 工期 

当初 

（令和2年6月12日議決） 
769,454,000円 － 

令和2年6月12日から 

令和4年9月30日まで 

今回変更協定 601,351,000円 △168,103,000円 
令和2年6月12日から 

令和5年3月31日まで 
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 工事請負契約の変更について（報告第１２号関係） 

１ 工 事 名  環境センター火災事故に伴う２号炉及び３号炉復旧工事 

２ 契約の相手方  鹿児島県薩摩川内市向田本町１４番１０号 

三機化工建設株式会社 九州営業所 

所長 橋口 嘉裕 

３ 変 更 理 由  (1) 焼却炉室及びごみピットの照明器具について、照度を明る

くするための交換工事を行うこととした。【２・３号炉】 

(2) 焼却炉内に使用している耐火物について、想定以上の劣化

が確認されたことから、補修箇所を追加することとした。【３

号炉】 

(3) ごみクレーンの中央操作室の操作盤に係る配線、配管等の

復旧工事を行うこととした。【共通設備】 

(4) 電気信号の変換器について、動作不良が確認されたことか

ら、交換を行うこととした。【２号炉】 

(5) 火災の再発防止策として焼却炉室内の常時監視を行うため、

監視カメラ、監視モニター及び記録装置を設置することとし

た。【共通設備】 

(6) 消火栓ポンプについて、制御盤の動作不良が確認されたこ

とから、交換を行うこととした。【建築附帯設備】 

(7) 油圧シリンダーの中間ロッドについて、摩耗による損傷が

生じていたことから、交換を行うこととした。【２号炉】 

(8) 空気予熱器の交換について、部品の納期遅延により、工期

内での施工が困難となったことから、補修により対応するこ

ととした。【２号炉】 

４ 経 過 

契約金額 変更金額 工期 

当初契約 

(令和3年6月25日議決) 
473,000,000円 － 

令和 3年 6月 28日から 

令和 4年 3月 31日まで 

今回変更契約 482,651,400円 9,651,400円 同上 
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市道上の自動車破損事故について（報告第１３号関係） 

 

１ 経緯 

令和３年９月１９日午前１１時４５分頃、○○氏（以下「相手方」という。）所

有の普通自動車が市道高縄手伏原線を走行中、右後輪でグレーチング蓋を跳ね上げ、

車体底部のガソリンタンクを破損した。 

 

２ 事故の原因及び処理 

事故の原因は、車の往来、経年劣化等により変形したグレーチング蓋の発見が遅

れ、交換等の安全対策を講じていなかったことによるものである。 

事故発生後、相手方と事後措置について協議を行い、下記３のとおり示談した。 

なお、現場のグレーチング蓋は、ボルト固定式のものに取り替えた。 

 

３ 示談内容 

大村市は、相手方に対し、修理費等の全額９０，０２７円（全額保険対応）を損

害賠償金として支払う。 
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大村市役所
ハイライト表示



詳細図１（平面図） 詳細図２（前面図）

事故発生場所 

市道高縄手伏原線 

報告第１３号関係資料

通過する際、グレーチング蓋を跳ね上げ、車体底

部のガソリンタンクが破損した。

グレーチング蓋

グレーチング蓋

松原小学校 

コンクリート蓋

相手方車

至国道３４号方面 
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